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人と四季がかがやく　雪のくに

表紙の写真：
「春からの１人暮らし

　　応援クッキング教室」
（説明は裏表紙に）

ひ
と
り
暮
ら
し
で
も

お
料
理
頑
張
る
か
ら
ね
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会計区分 平成 24 年度
当初予算額

平成 23 年度
当初予算額 増減額 増減率

　一　般　会　計 250 億 2,000 万円 236 億 8,000 万円 13 億 4,000 万円 5.7％
　特　別　会　計 104 億 7,400 万円 103 億 5,200 万円 1 億 2,200 万円 1.2％

国民健康保険
事業勘定 44 億 2,300 万円 43 億　600 万円 1億 1,700 万円 2.7％
直営診療所施設勘定 2億 4,800 万円 2億 3,800 万円 1,000 万円 4.2％

後期高齢者医療 7億 8,600 万円 7億 6,000 万円 2,600 万円 3.4％
介護保険 40 億 1,300 万円 38 億 7,600 万円 1億 3,700 万円 3.5％
診療所 7,500 万円 7,500 万円 － －
スキー場事業 1億 1,700 万円 2億　100 万円 △ 8,400 万円 △ 41.8％
工業団地造成事業 8億 1,200 万円 8億 9,600 万円 △ 8,400 万円 △ 9.4％

　企　業　会　計 77 億 4,900 万円 76 億 3,100 万円 1 億 1,800 万円 1.5％
病院事業 10 億 4,300 万円 9億 9,200 万円 5,100 万円 5.1％
ガス事業 13 億 6,800 万円 14 億 4,900 万円 △ 8,100 万円 △ 5.6％
水道事業 13 億 3,600 万円 12 億　300 万円 1億 3,300 万円 11.1％
下水道事業 40 億　200 万円 39 億 8,700 万円 1500 万円 0.4％

計 432 億 4,300 万円 416 億 6,300 万円 15 億 8,000 万円 3.8％

会計別予算総額

予 算 特 集

魚
沼
市
の
将
来
像

　平成２４年第１回魚沼市議会定例会　所信表明より

　

平
成
２４
年
度
当
初
予
算
が
市
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、
昨
年
の

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
の
た
め
の

災
害
復
旧
事
業
費
や
、
地
域
の
安

心
・
安
全
な
ど
の
重
点
施
策
の
措

置
も
含
め
、
２
５
０
億
２
千
万

円
と
、
対
前
年
度
比
5.7
％

（
１３
億
４
千
万
円
）
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
４
事
業

の
予
算
総
額
は
新
病
院
対
策
事
業

費
な
ど
を
措
置
し
、
対
前
年
度
比

1.5
％
（
１
億
千
８
百
万
円
）
の
増

で
７７
億
４
千
９
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
、
魚
沼
市
全
会
計
の
予

算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
3.8
％

（
１５
億
８
千
万
円
）
の
増
で
、

４
３
２
億
４
千
３
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

問
　
財
政
室
　
　
　    

☎
７
９
２
・
９
２
０
５

　
　
秘
書
広
報
室
　
　
☎
７
９
２
・
１
４
９
４

※企業会計の予算総額は、収益的支出及び資本的支出の合計額です。（△はマイナスを表します。）

　

市
長
に
就
任
し
た
平
成
２１
年
第

テ
ィ
協
議
会
の
設
立
と
活
動
に
よ

り
、
協
働
の
基
盤
が
整
い
つ
つ
あ

り
ま
す
。ま
た
、地
域
づ
く
り
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を

通
じ
て
情
報
の
共
有
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
は「
新

し
い
公
共
」
の
受
け
皿
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
災
害
に
お
け
る
行
政
の

対
応
に
は
多
く
の
課
題
を
残
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
防
災
対

策
の
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、
新

た
な
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
が

進
み
、
自
助
が
難
し
く
な
っ
た
世

帯
や
地
域
が
増
加
し
て
お
り
ま
す

の
で
、『
暮
ら
し
の
安
心
安
全
』

を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
急
務
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

就
業
の
場
の
確
保
も
重
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。
市
内
工
業
団
地

へ
の
企
業
誘
致
を
引
き
続
き
進
め

る
と
と
も
に
、
魚
沼
市
の
特
色
を

活
か
し
た
中
で
の
新
た
な
雇
用
の

確
保
、
就
業
の
場
の
確
保
を
図
る

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
し
て
い

く
た
め
に
は
今
ま
で
以
上
の
行
財

政
改
革
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

「   当面する行政課題については、

　平成２６年度までの合併特例期間を意識し、

　戦略的かつスピード感をもって

　取り組んでまいります。」

①
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
に

　

豪
雨
災
害
復
旧
未
完
了
場
所
の

早
期
復
旧
を
図
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
や
デ
ー
タ
放
送
を
活
用

し
情
報
発
信
手
段
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
耐
震
補
強

工
事
に
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

②
暮
ら
し
の
安
心
安
全
の
た
め
に

　

高
齢
化
・
過
疎
化
へ
の
対
策
を

講
じ
る
ほ
か
、
安
定
し
た
医
療
体

制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
新
病

院
建
設
や
医
師
確
保
等
に
も
取
り

組
み
ま
す
。「
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業
」、「
高

齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事

業
」
等
は
継
続
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
新
年
度
市
政
運
営
方
針

５
つ
の
基
本
方
針

（
抜
粋
）

市
民
に
信
頼
さ
れ
る

行
政
運
営
の
構
築
に

  

向
け
て

■
市
長
所
信
表
明
（
抜
粋
）

「
人
と
四
季
が
か
が
や
く 

雪
の
く
に
」

の
実
現
に
向
け
て

全
会
計
は
対
前
年
度
比

平
成
24
年
度
予
算
と
主
要
事
業

３．８
％
の
増

１
回
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
行

財
政
改
革
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
取
り
組
み
な
が
ら
、
安
心
安
全

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を

決
意
と
し
て
述
べ
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
財

政
改
革
に
よ
る
地
方
債
残
高
５７
億

円
を
圧
縮
し
、
定
員
適
正
化
計
画

に
よ
る
人
件
費
も
３
年
間
で
約

４
億
円
削
減
で
き
る
見
込
み
と
な

り
、
一
定
の
成
果
と
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
組
織
機
構
改

革
に
つ
い
て
は
今
後
も
市
民
の
利

便
性
向
上
と
事
務
効
率
化
の
た

め
、
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
協
働
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
や
コ
ミ
ュ
ニ

③
生
涯
を
通
じ
た
豊
か
な
発
達
と

学
び
の
保
障

　

子
育
て
部
門
を
教
育
委
員
会
に

一
元
化
し
、
幼
児
期
か
ら
一
環
し

た
子
育
て
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
守

門
保
育
園
・
守
門
幼
稚
園
の
一
元

化
と
改
修
、
井
口
小
学
校
の
改
築

や
学
校
給
食
調
理
場
の
整
備
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
再
編
・
整
備

な
ど
、
子
育
て
や
学
習
環
境
を
整

え
ま
す
。

④
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出

　

森
林
資
源
を
成
長
戦
略
の
柱
に

掲
げ
た
「
魚
沼
市
版
緑
の
分
権
改

革
」
で
林
業
の
６
次
産
業
化
に
向

け
取
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、「
魚

沼
ブ
ラ
ン
ド
」
の
活
用
に
よ
る
農

業
と
観
光
業
の
連
携
を
図
り
、
地

産
地
消
及
び
雇
用
の
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

⑤
行
政
の
効
率
化
へ
の
さ
ら
な
る

取
り
組
み

　

平
成
26
年
度
ま
で
の
合
併
優
遇

措
置
を
意
識
し
、
更
な
る
組
織
の

ス
リ
ム
化
や
職
員
人
件
費
の
削
減

な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
身

の
丈
に
合
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
市
役
所
職
員
の
意
識
改
革

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
職
員
教

育
を
今
ま
で
以
上
に
強
化
し
、
市

民
に
信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営
の
構

築
に
向
け
、努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



【地方譲与税等】   7 億 5,538 万円

地方譲与税　　　　 2 億 5,600 万円
利子割交付金　　　　　 1,100 万円
配当割交付金　　　　　    600 万円
株式等譲渡所得割交付金    100 万円
ゴルフ場利用税交付金　    500 万円
地方消費税交付金　　　　　4 億円
自動車取得税交付金　　 4,900 万円
地方特例交付金　　　　 2,200 万円
交通安全対策特別交付金    538 万円

【財産収入等】　　　 7,279 万円

財産収入　　　　　　　  6,779 万円
寄付金　　　　　　　　     500 万円

平成 24 年度予算  一般会計 250 億 2,000 万円

地方交付税
48.4％　121 億円

市債　10.9％
27 億 3,070 万円

県支出金　6.3％
15 億 7,903 万円

地方譲与税等　３.0％
7 億 5,538 万円
※内訳（１）

国庫支出金　5.9％
14 億 7,659 万円

諸収入　4.5％
11 億 3,680 万円

市税　15.8％
39 億 4,320 万円

歳
入

一
般
会
計歳

出
一
般
会
計

歳入では、市税全体で３９億４，３２０万円となっており、景気の底を

打った見込みから対前年度比０．２％の増となり、リーマンショッ

ク以来減少傾向でしたが、ほぼ横ばいに推移したと言えます。平成２４年度か

ら、消防庁舎や井口小学校建設、目黒邸屋根葺き替えなどの事業が予定されて

いるため、いままで当該目的のために積立していた基金の取崩しによる繰入金

や、市債が増額されています。繰入金は、５０．２％増の８，８４８万円、市債

は５７．７％増の２７億３，０７０万円となっています。

歳出では、消防庁舎建設事業等を見込んだ消防費が対前年比７３．２％の増で、１５億３，８０２万円

となっているほか、井口小学校建設や目黒邸屋根葺き替え事業等により、教育費が対前年度比

３３．２％の増で、２４億１，１８７万円となりました。

　また、昨年度の新潟・福島豪雨災害の影響で、災害復旧事業が対前年比皆増の７億９４０万円となっています。

　一方、労働費は国県の雇用・経済対策の緊急雇用創出事業が、一部を除いて昨年度最終年だったため前年度

比５３．７％減の１億６７０万円となりました。今後も必要最小限の投資に留め、事務事業の見直しを推進し、

財政健全化へ向けて効率的な財政運営を進めて行きます。

民生費　22.7％
56 億 6,622 万円

土木費　14.7％
36 億 6,407 万円

公債費　13.9％
34 億 8,630 万円

教育費　9.6％
24 億 1,187 万円

総務費　9.6％
24 億　535 万円

衛生費　7.4％
18 億 6,077 万円

消防費　6.2％
15 億 3,802 万円

農林水産業費　5.3％
13 億 3,644 万円

商工費　5.3％
13 億 2,530 万円

使用料及び手数料
2.2％　5 億 6,234 万円

繰越金　
1.2％　3 億円

分担金及び負担金　
1.1％　2 億 7,469 万円

繰入金　0.4％　
8,848 万円

財産収入　0.3％
7,279 万円 ※内訳（２）

災害復旧事業費　2.8％
7 億　940 万円

諸支出金　1.1％
2 億 6,826 万円

議会費　0.9％
2 億 1,130 万円

労働費　0.4％
1 億　670 万円

予備費　0.1％
3,000 万円

市民

1 人あたりいくら使われる？安定した社会生活を
保障するための経費

民生費 139,253 円

土木費 90,048 円

道路橋りょう、河川、
水路、公園、市営住
宅等に要する経費

公債費 85,680 円

市が借入れた地方債
の元利償還金額

教育費 59,274 円

学校、幼稚園等の施
設整備や教育内容の
充実に要する経費

総務費 59,114 円

管理事務、戸籍、徴
税、選挙、人事、広
報発行に要する経費

衛生費 45,730 円

健康で衛生的な生活
環境を保持するため
の経費

消防費 37,798 円

消防、救急業務や防
災に要する経費

農林水産業費 32,844 円

農業委員会、農業振
興、土地改良事業な
どの経費

商工費 32,571 円

商工業、観光の振興
に要する経費

その他 32,579 円

労働関係経費、議会
活動、災害復旧に要
する経費など

614,891 円
平成 24 年度は、ひとりあたり

の予算となります。

（対前年度比　13 億 4,000 万円増）

Ｈ24.1.31 住民基本台帳人口　40,690 人

※内訳（１）

※内訳（２）
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依
存

財
源

自
主

財
源
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・
市
長　
　

減
給
３
月
、
１０
％

　

・
副
市
長　

減
給
３
月
、
５
％

　

・
会
計
管
理
者　

戒
告

　

・
総
務
課
長　
　

戒
告

　

・
商
工
観
光
課
長　

　
　
　
　
　
　

減
給
３
月
、
１０
％

　

・
同
課
観
光
振
興
室
長

　
　
　
　
　
　

減
給
６
月
、
１０
％

　
　
　
　
（
３
月
３１
日
付
け
退
職
）

　

・
同
室
入
広
瀬
分
室
施
設
長

　
　
　
　
　
　

減
給
１
月
、
１０
％

　

・
同
分
室
副
参
事

　
　
　
　
　
　

減
給
１
月
、
１０
％

　

・
同
分
室
施
設
管
理
員　

免
職

（
２
月
１０
日
付
け
）

 

暮
ら
し
再
発
見

 

雪
の
く
に
ま
ち
づ
く
り

■
地
域
内
外
の
交
流
基
盤
の
整
備

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
大
規
模
改
修
事
業
（新）

２
億
６
千
万
円

市
道
整
備
事
業　
　
　
　
　

１
億
６
千
万
円

消
防
庁
舎
建
設
事
業　
　
　

７
億
５
千
万
円

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業　
　

３
千
万
円

都
市
計
画
策
定
事
業　
　
　

１
千
４
百
万
円

色
と
り
ど
り
の
四
季
と

人
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

１
億
８
千
４
百
５
十
万
円

地
球
温
暖
化
対
策
事
業　
　

８
百
８
十
万
円

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
と

福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

小
児
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

事
業　
　
　
　
　
　
　
　

３
千
百
９
十
万
円

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

１
千
６
十
万
円

新
病
院
対
策
事
業
（
企
業
会
計
）  

８
千
万
円

新
病
院
対
策
事
業
（
財
団
設
立
支
援
）
（新）

１
千
３
百
万
円

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　
　
　

７
千
万
円

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
再
編
事
業１

千
７
百
万
円

技
術
を
育
て
地
域
産
業
を

　
　
創
る
ま
ち
づ
く
り

障
害
者
医
療
助
成
事
業  

１
億
２
千
２
百
万
円

高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
（
特

別
会
計
）　　
　
　
　
　
　

  

２
千
４
十
万
円

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
整
備
事
業

８
千
２
百
万
円

森
林
整
備
事
業　
　
　

４
千
２
百
６
十
万
円

農
地
農
業
施
設
整
備
事
業　
　
　

３
千
万
円

企
業
誘
致
対
策
事
業

１
千
４
百
６
十
万
円

地
元
産
材
木
材
利
活
用
モ
デ
ル
事
業　１

千
万
円

私
た
ち
が
つ
く
る
新
し
い

　
　
学
び
の
ま
ち
づ
く
り

井
口
小
学
校
建
設
事
業
（新）４
億
２
千
８
百
万
円

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

１
千
５
百
十
万
円

青
少
年
教
育
事
業　
　
　
　
　
　

６
百
万
円

目
黒
邸
屋
根
葺
き
替
え
事
業

４
千
５
百
万
円

健
康
づ
く
り
普
及
事
業

（新）　
　
　

７
百
万
円

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
創
る

参
画
と
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

過
疎
地
域
支
援
基
金
積
立
事
業

１
億
３
万
円

地
域
と
の
「
絆
」
推
進
事
業

（新）

１
千
２
百
６
十
万
円

職
員
研
修
事
業　
　
　
　
　

２
百
２
十
万
円

平
成
２４
年
度  

主
要
事
業

■
安
心
し
て
住
め
る
生
活
環
境
の
整
備

■
美
し
い
空
間
・
景
観
の
整
備

■
豊
か
な
自
然
の
保
全
と
育
成

■
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
た
仕
組
み

　

づ
く
り
の
推
進

■
地
域
産
業
の
競
争
力
強
化

■
自
立
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る

　

環
境
の
整
備

■
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

■
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る

　

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
構
築

■
雇
用
機
会
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の

　

担
い
手
の
確
保

■
市
民
が
参
加
す
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

■
健
康
で
笑
顔
の
あ
る
暮
ら
し
の
創
造

■
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
産
業

　

の
創
出
と
育
成

■
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
仕
組
み
の
構
築

■
生
涯
学
び
続
け
る
仕
組
み
の
構
築

■
楽
し
く
質
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

　

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

■
潤
い
の
あ
る
地
域
文
化
や
芸
術
の

　

振
興
と
創
造

■
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築

■
行
財
政
運
営
の
健
全
化

　
市
営
日
帰
り
温
泉
施
設
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
金
着
服
に
つ
い
て
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　子宮頸がん予防ワクチンの全額公費負担での接種が開始され２年が経ちました。これまでに、対象となっ
た魚沼市内の中学生と高校生（女子）のうち、約９割がワクチンを接種しました。

現在、ワクチンは２種類。

どちらも３回の接種で効果が得られます。

○サーバリックス
　子宮頸がんの原因となる代表的なウイルス、
ＨＰＶ１６型・１８型を予防します。１回目を
接種してから１か月後に２回目を接種し、１回
目から６か月後に３回目を接種します。
○ガーダシル
　子宮頸がんの原因となる代表的なウイルス、
ＨＰＶ１６型・１８型、尖形コンジローマなど
の原因となるＨＰＶ６型・１１型を予防します。
１回目を接種してから２か月後に２回目を接種
し、１回目から６か月後に３回目を接種します。

■ワクチンを接種すれば完璧？　答えはＮＯ！です。
　子宮頸がんの原因となるウイルス（ＨＰＶ）の型は１５種類ほどあり、
そのうちワクチンで予防できるものは１６・１８型の２種類
（子宮頸がん全体の約６５％）です。ワクチン接種だけでは
がんを予防することはできません。２０歳になったら定期的
に子宮頸がん検診を受けることがとても大切です。

■いつ接種すればいいの？
　接種の対象となる市内の中学１年生女子へ予診票を発送予定です

（ゴールデンウィーク明けの予定）。年度内に３回の接種が
完了するように各自で計画を立て、予診票が届いたら早め
に接種を開始しましょう。（平成２４年度の対象者につい
て、詳しくはお知らせ版をご覧ください。）

　

平
成
２３
年
１２
月
に「
寿
和
温
泉
」

に
お
い
て
、
元
職
員
（
施
設
管
理

員
）
に
よ
る
公
金
着
服
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

公
金
着
服
の
概
要
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
の
よ
う

な
事
件
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
こ
の

よ
う
な
不
祥
事
が
な
い
よ
う
再
発

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

報　告
魚
沼
市
長

大
平　

悦
子

概
要

　

平
成
２３
年
１２
月
２１
日
、
本
年
４

月
か
ら
１１
月
の
寿
和
温
泉
の
入
湯

税
の
申
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
発
覚
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

元
職
員
に
事
実
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
生
活
費
の
補
填
等
の
た
め
私

的
に
平
成
２３
年
度
の
入
湯
税
等

３
３
１
万
７
千
７
百
円
を
着
服
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

な
お
、
元
職
員
は
こ
の
全
額
を
返

還
し
て
い
ま
す
。

　

事
実
を
確
認
す
る
た
め
の
聞
き

取
り
調
査
の
な
か
で
元
職
員
は
公

金
の
着
服
を
平
成
１９
年
度
か
ら

行
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
着
服
期
間
が
数
年

に
及
ん
で
い
る
た
め
、
使
途
の
記

憶
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
、
会
計
諸

帳
簿
類
の
合
計
額
と
の
整
合
性
が

と
れ
て
い
な
い
等
の
理
由
か
ら
、

平
成
２３
年
度
の
着
服
金
額
は
特
定

で
き
た
も
の
の
、
平
成
２２
年
度
以

前
の
着
服
金
額
は
、
被
害
額
を
完

全
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
当
該
元
職

員
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
請
求
等

に
向
け
て
、
現
在
調
査
及
び
関
係

諸
手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

再
発
防
止
策
に
つ
い
て

　

施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
く
お
客

様
か
ら
の
現
金
受
領
か
ら
収
納
ま

処
分
等
に
つ
い
て

平成２４年度予算特集
魚沼市の将来像の実現に向けて

で
の
一
連
の
事
務
の
流
れ
の
中

で
、
こ
う
し
た
不
正
が
二
度
と
発

生
し
な
い
よ
う
に
、
組
織
と
し
て

の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
見
直
し
や
職

員
全
体
の
法
令
遵
守
、
内
部
統
制

の
徹
底
を
含
め
検
証
し
、
再
発
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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Ne
ws

各種表彰報告

全国に先駆けた取り組みが認められました

子宮頸がん予防活動奨励賞
　子宮頸がんワクチン接種費用を全額公費負担で

行った魚沼市の活動が、子宮頸がん予防啓発に取

り組み、検診とワクチンの

普及に貢献したとして、「子

宮頸がん征圧をめざす専門

家会議」より「奨励賞」を

受賞しました。全国で初の、

名誉ある受賞です。

金澤龍也分団長、魚沼市消防本部・魚沼市消防団、
井上消防長・星正利分団長がそれぞれ受賞

旧守門村議会議員として永年にわたり在職し、

村の発展と住民生活の向上に貢献されました。

風
かざま
間 貞

てい じ
二さん

高齢者叙勲  
旭日単光章

大平市長、庭山外科医院の庭
山院長とアグネス・チャンさ
ん（表彰式にて）

　国産そばの自給率・品質等の向上、また、玄そばの安定的な出荷販売と

加工品販売等による付加価値の高い取り組みを行ったそば生産農家（集

団）を表彰する、社団法人日本蕎麦協会主催の「平

成２３年度全国そば優良生産表彰」で、「魚沼そば

研究会」が、農林水産省生産局長賞を受賞しました。

会の代表である荒井一男さんをはじめ、４名の生産

者の方が東京で行われた表彰式に出席されました。

魚沼そば研究会が全国そば優良生産表彰で受賞

農林水産省生産局長賞

中央・荒井一男さん　右・小幡和夫さん

○平成２３年度消防功労者消防庁

長官表彰で、井上消防長と星正利

分団長（第２方面隊長）が永年勤

続功労章を受章されました。

○２月２０日、東京都の日本消防

会館（ニッショーホール）で開催

された全国消防団意見発表会で、

魚沼市消防団から金澤龍也分団長

が新潟県の代表として出場しまし

た。昨年の豪雨災害での体験談等

を発表し、優良賞を受賞しました。

（須原）

魚沼そばについて演壇で語る
荒井さん

【魚沼市長】　大平　悦子　
【副市長】　　中川　太一　
【教育長】　　松原　道子

※魚沼市職員配置表は各市民センター及び

　北部振興事務所でご覧いただけます。

課
名
等

職
名

氏
名

前
年
度
所
属
・
職
名

総
務
課

課
長

滝
沢　

稔
（
企
業
課
長
）

総
務
管
理
室
長

山
本
健
一
（
情
報
シ
ス
テ
ム
室
長
）

秘
書
広
報
室
長

佐
藤
和
裕
（
子
育
て
支
援
室
長
）

企
画
政
策
課
課
長

酒
井　

修
（
市
長
公
室
次
長
）

企
画
政
策
室
長

森
山
徳
裕
（
市
長
公
室
副
参
事
）

ま
ち
づ
く
り
室
長

渡
辺
和
雄
（
財
政
室
副
参
事
）

財
政
課

課
長

渡
邉
隆
夫
（
財
務
課
長
）

財
政
室
長

角
家
一
郎
（
財
政
室
長
）

税
務
課

課
長

佐
藤
利
明
（
税
務
室
長
）

税
務
室
長

青
木　

悟
（
国
保
年
金
室
長
）

市
民
課

課
長

林　

悦
子
（
市
民
生
活
室
長
）

市
民
生
活
室
長

山
内　

壮
（
市
民
生
活
室
副
参
事
）

小
出
市
民
セ
ン
タ
ー
長
（
山
内　

壮
）（　
　

〃　
　

）

堀
之
内
市
民
セ
ン
タ
ー
長

米
田
圭
子
（
堀
之
内
市
民
セ
ン
タ
ー
長
）

湯
之
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
長

桜
井
雅
人
（
湯
之
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
長
）

広
神
市
民
セ
ン
タ
ー
長
（
参
事
）

松
田
敏
彦
（
広
神
市
民
セ
ン
タ
ー
長
）

文
化
振
興
室
長

八
海
昭
夫
（
消
防
総
務
室
長
）

北
部
振
興
事
務
所

所
長

青
山
春
彦
（
ま
ち
づ
く
り
室
長
）

次
長

桜
井
鉄
夫
（
守
門
市
民
セ
ン
タ
ー
長
）

次
長

柳
沢
武
士
（
生
涯
学
習
室
長
）

職員人事配置
平成 24 年度　魚沼市

入
広
瀬
分
室
長
（
参
事
）

鈴
木
敏
昭
（
市
民
相
談
室
長
）

福
祉
課

課
長（
福
祉
事
務
所
長
）

真
島
重
之
（
介
護
福
祉
室
長
）

厚
生
室
長
（
福
祉
事
務
所
次
長
）

金
澤　

真
（
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
室
副
参
事
）

介
護
福
祉
室
長

山
田
弘
行
（
総
務
管
理
室
長
）

南
山
荘
施
設
長
（
参
事
）

内
田　

一
（
文
化
振
興
室
長
）

健
康
課

課
長

榎
本　

勝
（
新
病
院
対
策
課
長
）

健
康
増
進
室
長

佐
藤
洋
子
（
健
康
増
進
室
保
健
師
長
）

新
病
院
対
策
室
長

佐
藤
竜
郎
（
ま
ち
づ
く
り
室
副
参
事
）

環
境
課

課
長

池
田
耕
太
郎
（
総
務
課
長
）

環
境
対
策
室
長

佐
藤　

修
（
農
地
室
長
）

廃
棄
物
対
策
室
長

井
口　

均
（
廃
棄
物
対
策
室
長
）

農
林
課

課
長

星　

正
人
（
農
政
室
長
）

農
政
室
長

星
野　

隆
（
農
政
室
副
参
事
）

農
林
室
長

椛
沢
伸
幸
（
都
市
整
備
室
副
参
事
）

商
工
観
光
課

課
長

小
幡　

誠
（
市
長
公
室
長
）

参
事

山
本
慎
一
（
商
工
観
光
課
長
）

商
工
振
興
室
長

青
木　

進
（
商
工
振
興
室
長
）

観
光
振
興
室
長

桜
井
幸
男
（
観
光
振
興
室
長
）

土
木
課

課
長

桜
井　

滋
（
都
市
整
備
室
長
）

建
設
室
長

星
正
太
郎
（
建
設
室
長
）

都
市
整
備
室
長

羽
鳥
悠
治
（
危
機
管
理
室
長
）

議
会
事
務
局

事
務
局
長

小
幡
典
男
（
議
会
事
務
局
長
）

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長

滝
沢
直
行
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

志
田　

敦
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

会
計
課

会
計
管
理
者（
課
長
）
星　

義
廣
（
会
計
課
長
）

病
院
局

事
務
局
長

下
村
耕
平
（
病
院
局
事
務
局
長
）

ガ
ス
水
道
局
局
長

椿　

正
道
（
土
木
課
長
）

業
務
課
長

桜
井
芳
典
（
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
室
長
）

施
設
課
長

桑
原
一
彦
（
施
設
室
長
）

教
育
委
員
会
教
育
次
長

富
永　

弘
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

管
理
主
事

加
藤
淳
一
（
管
理
主
事
）

指
導
主
事

水
嶌
繁
満
（
指
導
主
事
）

指
導
主
事

太
田
通
宏
（
指
導
主
事
）

学
校
教
育
課
長

森
山
正
昭
（
学
校
教
育
室
副
参
事
）

生
涯
学
習
課
長

小
林
雅
巳
（
生
涯
学
習
室
副
参
事
）

子
ど
も
課
課
長

森
山　

強
（
健
康
増
進
室
長
）

守
門
幼
稚
園
長
（
兼
務
）（
桜
井
真
知
子
）（
守
門
幼
稚
園
長
）

入
広
瀬
幼
稚
園
長

村
山
あ
き
子
（
入
広
瀬
幼
稚
園
長
）

堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園
長

児
玉
政
広
（
堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園
長
）

佐
梨
保
育
園
長

星　

弘
子
（
佐
梨
保
育
園
長
）

ひ
が
し
保
育
園
長
長
谷
川
和
江
（
ひ
が
し
保
育
園
長
）

伊
米
ヶ
崎
保
育
園
長

佐
藤
圭
子
（
伊
米
ヶ
崎
保
育
園
長
）

つ
く
し
保
育
園
長

橘　

恵
子
（
つ
く
し
保
育
園
長
）

ひ
か
り
保
育
園
長

桜
井
洋
子
（
ひ
か
り
保
育
園
長

ふ
た
ば
西
保
育
園
長

滝
沢
み
ち
子
（
ふ
た
ば
西
保
育
園
長
）

ふ
た
ば
東
保
育
園
長

佐
藤
久
美
子
（
ふ
た
ば
東
保
育
園
長
）

守
門
保
育
園
長

桜
井
真
知
子
（
守
門
保
育
園
長
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長

大
島
良
一
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

消
防
本
部
消
防
長

佐
藤
敏
彦
（
消
防
次
長
）

消
防
次
長

大
桃
勝
良
（
予
防
室
長
）

消
防
署
長

椛
沢
一
彦
（
警
防
室
長
）

消
防
総
務
課
長
渡
辺
賢
一
（
厚
生
室
長
）

予
防
課
長

森
山
祥
一
（
警
防
室
係
長
）

警
防
課
長（
副
署
長
）
椛
沢
一
史
（
警
防
室
長
補
佐
）

警
防
課
長
補
佐
星　

広
光
（
警
防
室
長
補
佐
）

警
防
課
長
補
佐
横
山
慶
一
（
警
防
室
係
長
）

警
防
課
渋
川
出
張
所
長

星
清
一
郎
（
警
防
室
渋
川
出
張
所
長
）

社
会
福
祉
法
人
（
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
参
事

大
渕
好
文
（
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
参
事
）

○
施
設
長
級
以
上
職
員
（
４
月
１
日
付
）

○
新
採
用
職
員
（
４
月
１
日
付
）

所
属

職
名

氏
名

企
画
政
策
課
企
画
政
策
室

主
事

和
田
祥
太

農
林
課
農
林
室

主
事

五
十
嵐
啓
介

税
務
課
税
務
室

主
事
補

佐
藤
孝
之

土
木
課
建
設
室

技
師

池
田　

学

子
ど
も
課
ふ
た
ば
東
保
育
園

保
育
士

田
澤
恵
梨
香

子
ど
も
課
つ
く
し
保
育
園

保
育
士

佐
藤
未
来

病
院
局
守
門
診
療
所

診
療
所
長

寺
田
治
男

病
院
局
入
広
瀬
診
療
所

診
療
所
長

遠
藤
芳
夫

健
康
課
健
康
増
進
室

保
健
師

山
﨑
真
理

警
防
課

消
防
士

須
田　

光

警
防
課

消
防
士

櫻
井　

剛

警
防
課

消
防
士

長
谷
部
道
太

学
校
教
育
課

指
導
主
事

関
原
一
成

学
校
教
育
課

指
導
主
事

山
際　

貢

所
属

職
名

氏
名

市
民
課

課
長

穴
沢
邦
夫

福
祉
保
健
課

課
長

櫻
井
伸
一

農
林
課

課
長

森
山
芳
康

消
防
本
部

消
防
長
（
消
防
指
令
長
）

井
上
正
夫

福
祉
保
健
課
南
山
荘

参
事

桜
井　

忍

市
民
課
入
広
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー

参
事

椛
沢
敏
雄

市
民
課
環
境
対
策
室

参
事

星　

雅
美

市
長
公
室

市
長
公
室
次
長

志
田
ア
ケ
ミ

商
工
観
光
課
観
光
振
興
室

室
長

穴
沢
幸
富

財
務
課
契
約
検
査
室

室
長

滝
沢
喜
代
光

警
防
室
渋
川
出
張
所

副
出
張
所
長
（
消
防
司
令
補
）
中
村
良
平

市
民
課
文
化
振
興
室

副
参
事

小
林
正
章

市
民
課
湯
之
谷
市
民
セ
ン
タ
ー

副
参
事

武
田
一
也

農
林
課
農
政
室

副
参
事

梅
田　

潔

福
祉
保
健
課
ふ
た
ば
西
保
育
園

園
長

山
本
マ
サ
子

福
祉
保
健
課
ふ
た
ば
東
保
育
園

主
任
保
育
士

関
口
愛
沙
美

小
出
中
学
校

調
理
師
長

佐
藤
新
一

福
祉
保
健
課
佐
梨
保
育
園

主
任
技
能
庁
務
員

渡
辺　

昭

守
門
診
療
所

主
任
看
護
師

大
平
久
子

堀
之
内
病
院

主
任
看
護
師

金
澤
良
子

福
祉
保
健
課
健
康
増
進
室

保
健
師

柏　

陽
子

学
校
教
育
室

指
導
主
事

小
川　

司

理
科
セ
ン
タ
ー

指
導
主
事

三
津
輪
宏
之

○
退
職
者
（
３
月
３１
日
付
）

○魚沼市消防本
部・魚沼市消防
団が、防災思想
の普及等につい
てその成績が特
に優秀で、かつ他の模範として認
められました。３月８日に東京都・
日本消防会館（ニッショーホール）
にて、表彰旗を授与されました。

　

た
ば
こ
に
よ
る
健
康
へ
の
悪
影

響
は
、
喫
煙
者
本
人
だ
け
で
な
く

周
囲
の
人
々
に
も
及
ぼ
し
ま
す
。

　

魚
沼
市
で
は
こ
れ
ま
で
の
受
動

喫
煙
・
禁
煙
対
策
を
更
に
強
化
し
、

「
受
動
喫
煙
を
な
く
し
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
健
康
で
い
き
い

き
と
安
心
し
た
生
活
が
送
ら
れ
る

魚
沼
市
」
を
目
指
し
て
、『
受
動

喫
煙
防
止
対
策
の
た
め
の
基
本
指

針
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

指
針
は
、
市
の
公
共
施
設
を
原

則
「
敷
地
内
禁
煙
」
と
し
、
管
理

者
・
利
用
者
が
一
体
と
な
っ
て
喫

煙
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
本
年
１０
月
１
日

の
本
格
実
施
に
向
け
、
市
の
各
部

署
・
施
設
で
４
月
か
ら
取
組
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
喫
煙
に
よ

る
健
康
へ
の
悪
影
響
を
ご
理
解
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
も
禁
煙
へ

の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

魚
沼
市
受
動
喫
煙
防
止
対
策

基
本
指
針
を
策
定



キ
ャ
ン
ド
ル
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
・
後
編

平
成
２４
年
2
月
２6
日
～
3
月
11
日

守門宮原押合大祭
３/ １（木）

　極寒の守門神社にて、男達が木札を奪い合う守門宮原押合い大祭が行
なわれました。３０分以上揉み合っているうちに、背中から湯気が立ち
昇り、境内は熱気と声援に包まれました。

越後うおぬま冬物語　８万８千の雪灯り

薬師スキーカーニバル
３/ ３（土）

　薬師スキー学校の生徒達によるたいまつ滑走が行なわれまし
た。ＬＥＤライトによる滑走は、闇夜のゲレンデを鮮やかなピン
クやブルーに照らし出し、観客達の目を楽しませてくれました。

雪明かり雪中行群
３/ １０（土）

　参加者はろうそくと雪明かりに照らされた幻想的な冬
の夜道で行群を楽しみました。横根会場ではキャンドル
リレーイベントの火納め式も行なわれました。

東方稲荷春季例祭大百八灯
３/ １０（土）

　大石地区で行われる大百八灯。東方稲荷に通ずる道の雪壁
にはびっしりとろうそくが灯され、圧巻の景色となりました。
メイン会場の雪山には “大文字 ”が浮かび上がりました。

東日本大震災
慰霊メモリアル結灯り
　　　　　　　　　　　３/ １１（日）
　東日本大震災から 1年のこの日、被災者の慰霊を込
めて、市内では結ローソクが灯されました。小出スキー
場には「結」文字が浮かび上がりました。

湯の里雪祭り「百八灯」
３/ ４（日）

　東日本大震災で津波の被害を受けた気仙沼の「第１８共徳丸」を雪上
に表現した「雪・墨・画」が早津剛さんによって描かれました。

の灯りアートコンテスト入賞作品第 6回
【一般部門】　①金賞…私たちの心を癒す「日本庭園」（今泉雪灯りまつり実行委員会）、②銀賞…巨大迷路「結」「絆」～
必ず出口はある！～（上条コミュ二ティ協議会雪まつり実行委員会）、③銅賞…絆～昇竜にのって～故事「竜の雲を得る
如し」（小平尾古峯会）【ファミリー部門】　④金賞…善く学び善く遊べ（善学善遊）（小平尾子ども会（小学５年生））、⑤
銀賞…一夜城（京子と娘達）、⑥銅賞…祈り（小林ファミリー）

① ② ③

④ ⑤ ⑥
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私
の
お
か
あ

さ
ん
は
お
腹

に
赤
ち
ゃ
ん

が
い
る
の
に

お
仕
事
を
が

ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
の
お
仕
事
は
お
花
屋
さ

ん
で
す
。
毎
日
車
に
乗
っ
て
い
ろ
ん
な
所
に

お
花
を
届
け
に
行
き
ま
す
。

　

お
か
あ
さ
ん
は
お
腹
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る

の
に
重
い
物
を
持
っ
て
運
ぶ
お
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
お
か
あ
さ
ん
の
こ
と
が
私

は
心
配
で
す
。
な
の
で
私
は
毎
日
お
か
あ
さ

ん
に
「
無
理
し
な
い
で
ね
。」
と
言
い
ま
す
。

　

私
は
、
家
に
帰
っ
た
ら
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。
洗
濯
物
を
た
た
ん
だ
り
、
干
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
あ
と
、
弟
と
妹
の
面
倒
を

見
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
私
に
お
か
あ
さ
ん
は

「
あ
り
が
と
う
。
助
か
っ
た
よ
。」
と
言
い
ま

す
。
私
は
お
か
あ
さ
ん
の
役
に
立
つ
こ
と
が

う
れ
し
い
で
す
。

　

私
は
お
か
あ
さ
ん
に
怒
ら
れ
て
泣
く
と
き

も
あ
り
ま
す
。
で
も
本
当
は
や
さ
し
い
お
か

あ
さ
ん
な
の
で
、
泣
い
て
も
絶
対
に
嫌
い
に

な
ん
か
な
り
ま
せ
ん
。
お
か
あ
さ
ん
も
怒
っ

あ
り
が
と
う
作
文

　

今
年
の
「
あ
り
が
と
う
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
は
、
一
，
二
七
七
作
品
も
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
魚
沼
市
と
足
立
区
の
小
学
校
か
ら
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
４
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。（
一
部
、
漢
字
に
変
換
し
て
あ
り
ま
す
。）

「
お
と
う
さ
ん
」

　
　

足
立
区
立
千
寿
第
八
小
学
校　

１
年

中な
か
い
し石　

　

涼
り
ょ
う

さ
ん

　

私
が
４
才

の
時
に
お
と

う
さ
ん
が
亡

く
な
り
ま
し

た
。
癌
で
し

た
。
せ
み
が

大
声
で
鳴
い
て
い
る
時
、
電
車
に
乗
っ
て
お

見
舞
い
に
行
き
ま
し
た
。
坂
道
を
が
ん
ば
っ

て
上
り
ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
の
病
院
に
着

い
て
部
屋
へ
行
き
ま
し
た
。お
と
う
さ
ん
は
、

ベ
ッ
ド
の
上
で
座
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
時
、

弟
も
い
ま
し
た
。
私
は
こ
う
思
い
ま
し
た
。

「
お
と
う
さ
ん
、
私
は
応
援
し
て
る
よ
。
お

と
う
さ
ん
も
が
ん
ば
れ
。」

　

で
も
、も
う
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
と
う
さ
ん
、
軽
井
沢
楽
し
か
っ
た
よ
。

木
が
い
っ
ぱ
い
生
え
て
た
よ
ね
。
そ
こ
で
お

に
ご
っ
こ
を
や
っ
た
ね
。
楽
し
か
っ
た
ね
。

ご
は
ん
も
お
い
し
か
っ
た
ね
。
お
と
う
さ
ん

は
、
お
酒
を
い
っ
ぱ
い
飲
ん
で
た
よ
。
山
登

り
も
し
た
ね
。
私
は
、「
だ
っ
こ
、
だ
っ
こ
」

て
言
っ
た
よ
ね
。
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
も
い
っ

ぱ
い
い
た
よ
。
お
と
う
さ
ん
と
い
っ
ぱ
い
い

た
よ
。
お
と
う
さ
ん
と
い
っ
ぱ
い
い
ら
れ
た

の
が
う
れ
し
か
っ
た
。
お
と
う
さ
ん
は
、
や

さ
し
い
人
だ
っ
た
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
も
連

れ
て
っ
て
く
れ
た
よ
ね
。
私
は
、
今
お
手
伝

い
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
弟
も
お
手
伝
い

を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
京
都
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
お

墓
参
り
に
行
き
ま
し
た
。
お
参
り
を
し
て

お
と
う
さ
ん

に
会
い
た
く

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

見
て
て
ね
。

「
お
か
あ
さ
ん
あ
り
が
と
う
」

　
　

魚
沼
市
立
広
神
西
小
学
校　

２
年

金か
な
い井　

愛あ

ゆ結
さ
ん

た
後
に
「
愛
結
の
こ
と
大
好
き
だ
か
ら
ね
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

お
か
あ
さ
ん
の
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
は
１２
月

に
生
ま
れ
ま
す
。
私
は
３
人
の
お
ね
え
ち
ゃ

ん
に
な
り
ま
す
。
弟
と
妹
が
言
う
こ
と
を
き

か
な
く
て
ケ
ン
カ
も
し
ま
す
が
、
兄
弟
が
多

い
の
は
楽
し
い
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

た
ら
も
っ
と
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
か
あ
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
３
人

の
お
ね
え
ち
ゃ
ん
に
な
れ
て
う
れ
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
お
か
あ
さ
ん
の
こ
と
を
助

け
る
か
ら
ね
。
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

ま
す
よ
う
に
。

「
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　
　

足
立
区
立
千
寿
第
八
小
学
校　

４
年

東と
う
き木　

彩あ
や
か夏
さ
ん

　
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。」

　

は
じ
め
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
会
っ
た
の

は
、
私
が
ま
だ
１
才
に
な
る
前
の
赤
ち
ゃ
ん

の
時
で
し
た
。
お
母
さ
ん
が
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
が
難
し
く
て
大
変
だ
っ
た
時
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
毎
日
来
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
の

で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
て
も
、
た
だ

の
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
け
ど
、
本

当
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
や
さ
し
か
っ

た
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
何
年
か
経
っ
て
、
私
は
保
育
園

の
年
長
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
お
母
さ
ん

は
少
し
仕
事
も
子
育
て
も
楽
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
時
々
忙
し
い
時
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
頼
ん
で
、
保
育
園
に
迎
え
に
行
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で
ア
イ
ス
や
お
菓
子
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
更
に
遅
い
時
は
、

ご
飯
も
食
べ
て
待
ち
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て
、
お
母
さ
ん
が

来
る
と
「
今
日
も
楽
し
か
っ
た
ね
。
ま
た
、

遊
ぼ
う
ね
。」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
家
に
帰
り
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
や
さ
し
く

て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

こ
と
を
呼
ぶ
時
、「
お
い
っ
、
バ
バ
ァ
。」
て

言
い
ま
す
。
で
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
言
う

と
、
バ
バ
ァ
と
言
う
言
葉
が
、
全
然
悪
く
聞

こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
不
思
議
に
思

い
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、花
火
大
会
に
向
け
て
、

手
作
り
の
ゆ
か
た
も
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
ゆ
か
た
は
、
か
わ
い
く
て
、
赤
の
帯
が

私
の
物
で
、
ピ
ン

ク
の
帯
が
双
子
の

妹
の
物
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の

ゆ
か
た
を
着
て
、

花
火
大
会
へ
行
き
ま
す
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

１
週
間
ぐ
ら
い
前
か
ら
そ
の
場
へ
行
き
、
良

い
場
所
を
先
取
り
し
て
お
い
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
み
ん
な
で
ご
飯
を
食
べ
て
、
き
れ

い
な
花
火
を
見
る
の
が
毎
年
の
楽
し
み
で
し

た
。

　

で
も
、
今
年
は
地
震
の
影
響
で
、
花
火
大

会
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
今
年
は
花
火
大
会
が

遅
れ
ち
ゃ
う
み
た
い
だ
か
ら
、
天
国
で
楽
し

み
に
待
っ
て
て
ね
。」

　

そ
れ
か
ら
、
楽
し
い
日
々
が
過
ぎ
て
３
年

生
の
時
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
天
国
へ
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
、
お
見
舞
い
に
行
っ

た
時
、
死
ん
で
し
ま
う
と
わ
か
っ
て
い
る
の

に
、全
然
お
礼
を
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。色
々

な
こ
と
を
し
て
も
ら
っ
た
お
礼
も
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
に
な
っ
て
振
り
返
っ
て
み
る

と
、自
分
が
と
っ
て
も
情
け
な
く
思
え
ま
す
。

も
っ
と
も
っ
と
心
か
ら
あ
り
が
と
う
を
言
い

た
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
今
悔
や
ん
で
も
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
ご
め
ん
ね
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
私
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
も
っ
と
あ
り
が
と
う
を
言
い
た

か
っ
た
よ
。
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
言

え
な
か
っ
た
。
ご
め
ん
ね
。
で
も
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
や
っ
ぱ
り
私
の
大
好
き
な
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
だ
よ
。
こ
の
私
の
書
い
た
作
文
が

届
く
と
い
い
な
。
あ
り
が
と
う
。」

「
支
え
て
く
れ
た
友
達
に
」

　
　
　

魚
沼
市
立
広
神
西
小
学
校　

６
年

桐き
り
う生　

　

渚
な
ぎ
さ

さ
ん

私
は
５
年
生

の
時
、
ク
ラ

ス
の
み
ん
な

が
大
嫌
い
で

し
た
。
だ
れ

か
に
話
し
か

け
ら
れ
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
て
も
、
全
然
楽
し

く
な
く
て
、
私
は
学
校
が
嫌
い
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
も
う
３
か
月
で
６
年
生
と
い

う
時
、
あ
る
日
そ
の
子
は
、「
一
緒
に
絵
書

こ
う
。」
と
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

絵
を
書
く
の
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、

心
が
割
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
思
い
で
断
り
ま

し
た
。
私
は
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で

も
、
な
ぜ
な
の
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
、
毎
日
毎
日
誘
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
私
も
そ
の
う
ち
、
一
緒
に
絵
を
書
き
ま

し
た
。
ヌ
ケ
ガ
ラ
の
よ
う
に
空
っ
ぽ
だ
っ
た

心
に
、
何
か
が
灯
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
そ
の
子
の
友
達
の
グ
ル
ー

プ
に
入
れ
て
、
毎
日
の
よ
う
に
お
し
ゃ
べ
り

し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
初
め
て
学
校
が

楽
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
私
は
、
積

極
的
に
ク
ラ
ス
の
人
に
話
し
か
け
る
よ
う
に

し
て
み
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
あ
の
時
泣

き
そ
う
に
な
っ
た
訳
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
そ
の
子
と
は
、
大
親
友
で
す
。

も
う
そ
の
子
は
、
ど
う
し
て
、
私
と
仲
良
く

な
っ
た
の
か
覚
え
て
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
私
の
小
学
校
人
生
の
中
で
、
ど

の
行
事
よ
り
も
、
根
深
く
、
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
子
は
、
私
の
中
で
一
番
大
切

で
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

私
は
、
頭
が
悪
い
け
ど
、
そ
の
子
は
「
私

も
だ
よ
。」
と
自
分
の
点
数
の
良
い
テ
ス
ト

を
無
く
し
た
フ
リ
を
し
た
り
、
私
の
あ
げ
た

誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
最
後
の
最
後
ま
で
大

切
に
使
っ
て
く
れ
た
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。

友
達
っ
て
、
い
つ
も
一
緒
に
い
る
人
達
の
こ

と
だ
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
友
達

同
士
で
相
手
の
こ
と
を
大
切
に
し
あ
う
関
係

な
ん
だ
と
、
そ
の
子
の
お
か
げ
で
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
い
つ
も
支
え
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
あ
な
た
と
友
達
に
な
れ
て
私
は
、
幸

せ
で
す
。

第
７
回
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地域
の元
気は

商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり

　３月１６日、小出ボランティアセンターで「商

店街活性化セミナー in 魚沼」が開催されました。

このセミナーは、新潟県と魚沼市の共催で、地域

の商店街の活性化に向けた計画策定や事業実施の

促進を目的に開催され、約３０名の商業関係者が

集まりました。

　第１部の事例紹介

では、山形県鶴岡市

の鶴岡山王商店街振

興組合の三浦新理事

長から『山王ナイト

バザールを中心とした商店街活性化』と題し、イ

ベントの実施により商店街だけでなく地域住民が

一体となったまちづくりの取組事例を紹介いただ

きました。

　第２部では、中小企業診断士の飯山厚宏さんか

ら『商店街活性化イベ

ントとリピーターの確

保』について、イベン

トによる商店街活性化

と、それをいかにして

次回につなげていくか、

イベントからリピーターを確保するにはどうした

らよいのかを講演いただきました。

　近年、全国の商店街は郊外への大型店舗の進出

により空洞化が指摘されていますが、今回の事例

紹介のように活性化に成功する商店街もありま

す。魚沼市の商店街でも年間を通して様々なイベ

ントを実施し、賑わいをつくろうとしています。

　地域の皆様と一体となったまちづくりや、ニー

ズに沿った商店街となるよう取組を継続していき

ます。

「商店街活性化セミナー in 魚沼」開催

三浦理事長による講演

飯山さんによる講演
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タ
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進
学
・
就
職
な
ど
で
新
生
活
が
ス
タ
ー
ト

す
る
４
月
は
、
引
っ
越
し
や
契
約
な
ど
、
こ

の
時
期
な
ら
で
は
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
発
生

し
ま
す
。
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
き
ち
ん

と
対
処
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
事
例
は
あ
く
ま
で
参
考
の
ひ
と
つ
で
す
。）

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
退
去
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

（
敷
金
が
戻
ら
な
い
？
）

  

各
種
勧
誘
・
訪
問
販
売
等
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ラ
ブ
ル

　

２
年
間
住
み
慣
れ
た

ア
パ
ー
ト
を
引
っ
越
す

際
に
、
家
主
か
ら
渡
さ

れ
た
退
去
に
伴
う
修
理

代
の
請
求
書
に
び
っ
く

り
。高
く
て
払
え
な
い
。

ど
う
し
よ
う
…
。

　

・
慌
て
て
払
わ
ず
、
ま
ず
請
求
書
を
確
認
し

　
　

ま
し
ょ
う
。
自
分
が
故
意
に
汚
し
た
り
壊

　
　

し
て
し
ま
っ
た
箇
所
の
修
理
代
は
借
主
負

　
　

担
で
す
が
、
必
要
以
上
の
費
用
を
負
担
す

　
　

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

・
双
方
で
立
会
い
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
請
求

　
　

内
容
や
契
約
内
容
を
確
認
し
て
、
家
主
に

　
　

十
分
な
説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

※
ま
た
、
国
土
交
通
省
の
示
す
『
原
状
回
復

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
も

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
お
届
け
物
で
す
。」

と
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が

な
る
の
で
玄
関
を
開

け
た
ら
、
新
聞
の

勧
誘
だ
っ
た
。
強
引

に
勧
誘
さ
れ
契
約
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
…
。

　

・
不
用
意
に
ド
ア
を
開
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　

不
意
に
訪
れ
、
契
約
を
勧
め
ら
れ
る
訪
問

　
　

販
売
は
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
ま
せ
ん
。
長
時

　
　

間
居
座
っ
た
り
、
強
引
で
し
つ
こ
い
ケ
ー

　
　

ス
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

・
断
る
時
は
は
っ
き
り
「
い
り
ま
せ
ん
」
と

　
　

言
う
こ
と
。「
け
っ
こ
う
で
す
」「
い
い
で

　
　

す
」は「
Ｏ
Ｋ
！
」と
受
取
ら
れ
る
こ
と
も
。

　

・
怖
い
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
警
察
へ
！

　

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　
契
約
・
支
払
い
は

　
よ
く
考
え
て

　
慎
重
に
。

　
そ
し
て
、

　
困
っ
た
と
き
は
、

　
す
ぐ
相
談
。

■２月の相談件数
　　…１２２件
　・電話８６件
　・来庁３０件
　・その他６件{

●市指定文化財・古文書　「目黒家文書」

　目黒家（須原地区）は近世初期（安土桃山末期～江
戸前期）以来この魚沼地方に住み、代々割元庄屋を勤
めてきました。現在も国指定重要文化財として家屋や
蔵が残り、魚沼の観光名所となっています。
　目黒家文書はその目黒家に保管されている文書で
す。内容、年代共に幅広く江戸前期の酒造りの証文か
ら大正時代の写真葉書など小物まで入れると１万点は
あると言われています。
　写真の文書は寛文１３年（４
代将軍家綱の時代）と元禄
１０年（５代将軍綱吉の時代）
にかかれた酒造りに関する証
文です。
　目黒家個人の所有物で、個
人情報にかかわる部分もある
ことから原則非公開ですが、
目黒邸資料館企画展で一部観
覧することができます。

文化財散歩
No.42

元禄 10 年  目黒家文書

寛文 13 年  目黒家文書

悪
質
な
出
会
い
系
サ
イ
ト
が
か
ら
ん
だ

ト
ラ
ブ
ル

　

ア
ル
バ
イ
ト
検
索

中
に
見
か
け
た
生
活

支
援
サ
イ
ト
の
書
き

込
み
『
悩
み
を
聞
い

て
く
れ
た
ら
一
千
万

円
あ
げ
る
』
が
気
に

な
っ
て
メ
ー
ル
交
換

を
始
め
た
ら
…
。

　

ポ
イ
ン
ト
代
が

次
々
発
生
。
も
う
払

え
な
い
…
。

　

・
メ
ー
ル
相
手
が
サ
イ
ト
の
「
サ
ク
ラ
」

　
　

で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
証

　

明
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
お
金
を
取
り
戻

　

す
の
は
困
難
で
す
。

　
　

旨
い
話
に
は
注
意
し
、
ネ
ッ
ト
上
の
見

　

知
ら
ぬ
相
手
を
簡
単
に
信
用
し
な
い
こ
と

　

が
大
切
で
す
。

多

＊
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
９
６

＊
魚
沼
市
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

多

多

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時

３０
分
～

１７
時

１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

市内体育施設をご紹介します
冬になまった体を動かしましょう

〈説明の見方〉

①利用する際の受付場所・電話番号②受付時間③対象施設

①守門開発センター（☎ 797-2261）
②９：００～２２：００
　（日祝は９：００～１７：００）
③須原第１・２体育館、上条体育館、
　守門サンスポーツランド、須原小学校、
　守門中学校

①入広瀬公民館（☎ 796-2322）
②９：００～１７：００（平日のみ）
③入広瀬スポーツセンター、　
　入広瀬小学校、入広瀬中学校

①ゆ～パーク薬師（☎ 792-5554）
②９：００～２１：００（隔週水曜休館）
③ヤッコム、大沢ふれあい体育館、
　東湯之谷体育館、薬師運動広場、
　井口小学校、湯之谷中学校

Ａ

Ｂ

Ｃ

①広神コミュニティセンター（☎ 799-3227）
②９：００～２２：００
　（日祝は９：００～１７：００）
③広神体育センター、広神西小学校、
　広神東小学校、広神中学校

Ｄ

①広神野球場管理事務室（☎ 799-3456）
③広神野球場、下条テニスコートＥ

①堀之内体育館（☎ 794-6074）
②９：００～２２：００
　（日祝は９：００～１８：００）
③堀之内体育館、堀之内小学校、
　宇賀地小学校、堀之内中学校、月岡公園

Ｆ

①小出郷福祉センター（☎ 792-0009）
②９：００～２２：００（日祝は９：００～１７：００）
③小出郷総合体育館、小出第２・３体育館、小出南部いきいきスポー
ツセンター、青島野球場、小出小学校、伊米ヶ崎小学校、小出中学校

Ｇ

問　生涯学習課　☎７９４－６０７３

少しずつ気温も上がり、家に閉じこもるのがもったいない季節となってきました。
冬の運動不足解消に、市内の体育施設を利用しませんか。

Ｃ

Ｂ
Ａ

Ｇ

ＤＥ

Ｆ

※地図上の位置は　
各施設の受付場所
を表しています。　
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い

い顔み
っ
け

　３月８日に市内中学校、３月２３日に市内小学校で卒業式が挙行されま
した。広神中学校の卒業式では、共に学んだ同級生たちとの別れを惜む涙
や、わが子の成長を見届けた感動の涙など、たくさんの涙であふれました。
　卒業する皆さんとご家族の皆さん、おめでとうございました。

　４月からの市庁舎再編についての市民説明
会が市内６か所で行われました。参加した市
民の方からたくさんの意見が飛び交った会場
もありました。庁舎再編に関心を持ち、積極
的に参加いただき、ありがとうございました。

　堀之内地域芸能祭が開催され、会場は、訪
れたたくさんの観客で賑わいました。出場者
の年齢層も幅広く、子どもたちのかわいい演
技に会場からは惜しみない拍手が送られてい
ました。

庁舎再編、市民の皆さまに周知
ー 3.13　庁舎再編市民説明会

どう？ちゃんとキマった？
ー 3.10　堀之内地域芸能祭

　魚沼市福祉センターで生物多様性セミナーが開催
されました。自然の宝庫といわれる魚沼に自生する
植物にはどんな特色があるのかなど、中間報告とな
る今セミナーに１００名を超える方が集まり、市民
の関心の高さがうかがえるものとなりました。

　魚沼産コシヒカリの米粉を材料としたロールケー
キ作り教室が、小出ボランティアセンターで開催さ
れました。米粉ならではのふっくらと焼きあがった
生地に、たっぷりのクリームとイチゴを巻いたロー
ルケーキに、参加者の顔は思わずニッコリしました。

　市内各地で行われた結の灯りキャンドルリレーイ
ベントで制作された雪像やキャンドルアートなどの
審査会が行われました。応募総数は２部門併せて
２１作品。審査員は、何度も作品の写真を見ては悩
み、採点表とにらめっこしていました。

　平成２２年度に発足した「魚沼市文芸協会」の設
立を記念した俳句大会が広神コミュニティセンター
で開催されました。市内から応募のあった２６３句
の作品は、郷土愛あふれる魅力的なものばかりでした。
大会結果：兼題１位：大塚明（松川）、席題１位：羽賀晴子（小出島）

新たなご当地スイーツかも？
ー 3.17　作って楽しい米粉ロールケーキ教室

市内の文芸愛好者が一堂に会して
ー 3.18　魚沼市文芸協会設立記念俳句大会

力作ぞろいに甲乙つけ難く…
ー 3.27　結の灯りアートコンテスト審査会

この植物、なんていう名前かな？
ー 3.18　魚沼市生物多様性セミナー

市
内
の
小
中
学
校
で

　
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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information お知らせ版

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講演題・講師　演出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Hホームページ他その他　申申し込み
問問い合わせ

魚
沼うお

ぬま

市報
2012年4月10日号

 4.10

お知らせ版
平成２３年分確定申告の振替納税日

　前日までに預金残高の確認をお願いします。
◦所得税…４月２０日（金）
◦個人事業者の消費税及び地方消費税
　　　　　　　　　…４月２５日（水）
問小千谷税務署　☎０２５８・８３・２０９０

く
　
ら
　
し

 ◆
ガ
ス
水
道
開
閉
栓
の
受
付

時
間
の
変
更
を
し
ま
し
た

内
平
成
２４
年
４
月
よ
り
、
ガ
ス
水

道
の
開
閉
栓
の
受
付
時
間
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

日
平
日
９
時
～
１６
時
３０
分

※
夜
間
の
開
閉
栓
の
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。
※
お
引
っ
越
し
シ
ー
ズ

ン
（
３
月
１５
日
～
４
月
１５
日
）
を

除
い
て
、
休
日
（
土
日
祝
祭
日
）

の
開
閉
栓
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

他
ガ
ス
水
道
の
開
閉
栓
に
つ
い
て

は
、前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
業
務
課
☎
７
９
２
・
１
１
１
８

 ◆
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま

し
た

　

魚
沼
市
議
会
で
の
議
会
議
決
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
指
定
管
理
者
を
指

定
し
ま
し
た
。

◦
大
湯
温
泉
ス
キ
ー
場

・
指
定
管
理
者
…
㈱
大
湯
温
泉
ス

キ
ー
場

・
指
定
の
期
間
…
平
成
２４
年
４
月

１
日
～
平
成
２５
年
３
月
３１
日

◦
大
原
ス
キ
ー
場

・
指
定
管
理
者
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
入

広
瀬
元
気
ク
ラ
ブ

・
指
定
の
期
間
…
平
成
２４
年
４
月

１
日
～
平
成
２５
年
３
月
３１
日

問
財
政
室
☎
７
９
２
・
９
２
０
５

　薪、木炭等の燃焼により生じる灰の食品の加工及び
　調理への利用自粛をお願いします
　放射性物質を含む薪を燃焼した際に生じた灰を用いて食品の加工

を行い、該当食品から放射性セシウムが検出される事例が発生しました。

　この事例では食品の暫定規制値の超過はみられませんでしたが、

安全な食品の供給を確保する観点から薪や木炭等を燃やした灰をア

ク抜き等食品の加工調理に利用しないようお願いします。

◦対象となる薪及び木炭等…新潟県を含む※１７都県から採取され

る原料、採取された原料から生産された薪及び木炭等（以下「薪等」

という。）ならびに１７都県で保管された薪等。

　ただし、放射性物質の影響を受けないよう保管するなど、一定　

の条件を満たしている薪等は対象外となります。

問新潟県農林水産部　食品・流通課　消費拡大係
☎０２５・２８０・５７４３

※１７都県…青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島、茨城、栃木、群馬、

埼玉、千葉、神奈川、新潟、山梨、長野及び静岡県、東京都

 ◆
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
で
大
型

不
用
品
の
仲
介
を
行
い
ま
す

日
４
月
１５
日
㈰
１３
時
～
１５
時

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

◦
取
扱
い
品
…
不
用
品
と
な
っ
た

家
具
類
、
ベ
ビ
ー
用
品
な
ど
大
型

不
用
品
（
壊
れ
て
い
る
物
の
受
入

や
、
家
電
製
品
、
衣
類
、
食
品
、

日
用
雑
貨
等
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
）

◦
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
…
１３
時
～
１５
時
問
市
民
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
７
９
２
・
８
８
４
４

 ◆
ご
み
処
理
施
設
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
自
主
測
定
結
果

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
自
主
測
定
結
果

を
公
表
し
ま
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
は
、
お
び

た
だ
し
い
種
類
の
化
合
物
が
存
在

し
、
人
に
対
す
る
毒
性
は
大
小
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
ど
の
化
合
物
か
で

あ
る
か
に
よ
っ
て
も
毒
性
が
異
な

り
ま
す
。
基
準
の
異
な
る
も
の
を

同
じ
毒
性
に
換
算
し
、
比
較
で
き

る
よ
う
に
数
値
化
し
た
も
の
で
す
。

単
位
：
ナ
ノ
グ
ラ
ム
Ｔ
Ｅ
Ｑ
毎
立

方
メ
ー
ト
ル
（
※
）

※
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
１０
億
分
の
１
グ

ラ
ム
、
Ｔ
Ｅ
Ｑ
と
は
…
毒
性
等
量

問
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼

☎
７
９
２
・
９
９
０
０

規
制
値
22
年
度
23
年
度

Ａ
系
炉

５

１．８

０．９８

Ｂ
系
炉

５

１．５

１．１

検
査

結
果

い
ず
れ
も
規
制
値
以
内
を

維
持
し
て
い
ま
し
た
。

職
員
等
の
募
集

 ◆
魚
沼
市
休
日
救
急
診
療
室

の
看
護
師
を
募
集
し
ま
す

◦
応
募
資
格
…
看
護
師
、
准
看
護

師
免
許
取
得
者

◦
勤
務
内
容
…
派
遣
医
師
の
医
療

業
務
補
助

◦
勤
務
地
…
魚
沼
市
休
日
救
急
診

療
室
（
小
出
病
院
内
）

◦
勤
務
時
間
…
日
曜
・
祝
日
・
１２

月
２９
日
～
１
月
３
日
の
８
時
４５
分

～
１６
時
３０
分
（
休
憩
４５
分
間
）（
月

１
回
程
度
の
勤
務
を
予
定
）
そ
れ

以
外
の
勤
務
も
可
能
で
す
の
で
相

談
く
だ
さ
い
。

◦
そ
の
他
…
市
外
居
住
者
可
、
市

外
の
人
に
は
交
通
費
等
も
考
慮
し

ま
す
。

問
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

平成２３年度環境美化運動に多くの皆様から取り組んでいただきありがとうございました。
・延べ参加団体２９３団体　・延べ参加者数１２，１４６人　・回収ごみ量　約７．５トン

　

市
庁
舎
や
公
共
施
設
を
利
用

す
る
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
を

図
り
、
災
害
時
の
ア
ク
セ
ス
制

限
下
で
の
情
報
収
集
手
段
と
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
が
で
き
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

「
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
を
導
入
し

ま
し
た
。

◦
導
入
日
…
４
月
２
日
㈪
か
ら

◦
接
続
方
法
…
メ
ー
ル
認
証
方
式

（
１
８
０
日
間
有
効
）

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
「
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
を
導
入
し
ま
し
た

利用可能場所 利用時間
魚沼市役所６庁舎

１階
月～金曜日
8:00 ～ 22:30

堀之内中央公民館
１階

毎日
8:00 ～ 22:30

小出郷図書館
広神図書館

毎日
8:00 ～ 22:30

小出郷文化会館
２階

毎日
8:00 ～ 22:30

奥只見インフォメー
ションセンター１階

毎日
8:00 ～ 22:30

 ◆
納
税
は
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

口
座
振
替
は
納
税
に
出
向
く
必

要
や
納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
く
安

全
・
便
利
・
確
実
で
す
。

◦
口
座
振
替
が
で
き
る
税
目

　

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
の
み
）、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税

◦
取
り
扱
い
金
融
機
関

　

北
越
銀
行･

第
四
銀
行
・
大
光

銀
行
・
新
潟
縣
信
用
組
合･

塩
沢

信
用
組
合
・
北
魚
沼
農
業
協
同
組

春の環境美化運動月間　期４月２１日～５月２０日　環境美化対策にご協力ください。
・春の行楽シーズンポイ捨てごみの一掃　・環境美化の啓発

 ◆
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
民
に
開
か
れ
た
市
議
会
を
目

指
し
て
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
☎
７
９
９
・
４
６
０
２

日

場

５／２　

㈬
湯
之
谷
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

５／７　

㈪
守
門
開
発
セ
ン
タ
ー

５／８　

㈫
入
広
瀬
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

５／９　

㈬
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

５／１０　
㈭
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

５／１１　
㈮
堀
之
内
中
央
公
民
館

い
ず
れ
の
会
場
も
１９
時
か
ら

￥
無
料

問
企
画
政
策
室

☎
７
９
２
・
１
４
２
５

合
・
魚
沼
み
な
み
農
業
協
同
組
合
・

新
潟
県
内
及
び
長
野
県
内
の
ゆ
う

ち
ょ
銀
行

持
預
金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印

申
取
り
扱
い
金
融
機
関
の
窓
口
で

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
よ
り
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
金
融
機
関
に
は
依
頼
書

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
外
で
の

手
続
き
を
希
望
す
る
場
合
は
税
務

室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
税
務
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
１

健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

　

春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

で
健
康
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

せ
ん
か
？
今
年
は
よ
り
効
果
的
な

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も

加
わ
り
ま
し
た
。

日
４
月
２９
日
㈷
㈰

場
受
付
場
所
…
魚
野
川
河
川
改
修

資
料
館
脇

内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会
で
正
し

い
知
識
を
学
び
な
が
ら
、
お
花
見

新
緑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。

◦
新
潟
県
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
「
桜
づ
つ
み
ウ
ォ
ー
キ
ン

８
時
３０
分
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
受
付
開

始
、
受
付
後
講
習
会

８
時
４５
分

一
般
受
付
開
始

９
時
１０
分

開
会
式
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
講
習
会

９
時
３０
分

ス
タ
ー
ト

１２
時

終
了
予
定　

グ
コ
ー
ス
」福
山
橋
コ
ー
ス（
７
キ
ロ
）、

青
島
大
橋
コ
ー
ス
（
４
キ
ロ
）

他
ゴ
ー
ル
後
、
ト
ン
汁
と
ド
リ
ン

ク
を
用
意
し
ま
す
。
小
雨
決
行
。

対
歩
け
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

講
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
公
認
指
導
員
・

星
俊
寛
さ
ん
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
佐
藤
強
さ
ん
、

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

（
安
全
誘
導
）

持
歩
き
慣
れ
た
運
動
靴
、
飲
物

￥
２
０
０
円（
ト
ン
汁
、飲
み
物
代
）

定
１
５
０
人
（
内
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２８
人
）

〆
４
月
２６
日
㈭
（
当
日
も
受
付
し

ま
す
が
、
人
数
に
よ
り
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
魚
沼

☎
７
９
２
・
６
９
１
９

桜づつみ
ウォーキング



市報うおぬま　2012.4.10 20市報うおぬま21

information お知らせ版

魚
沼
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
３
７
７
８

 ❶
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

主
に
次
の
よ
う
な
仕
事
を
受
注

し
て
い
ま
す
。

内
枝
下
ろ
し
、
庭
木
剪
定
、
襖
・

障
子
・
網
戸
等
張
替
え
、
大
工
仕

事
、
土
工
補
助
、
池
の
泥
上
げ
、

部
屋
掃
除
、
倉
庫
整
理
、
草
取
り
、

草
刈
り
、
賞
状
書
き
、
宛
名
書
き
、

車
の
運
転
、
家
屋
等
の
冬
囲
い
・

囲
い
外
し
、屋
根
の
雪
下
ろ
し（
お

早
め
に
発
注
く
だ
さ
い
）、
お
年

寄
り
の
世
話
、
食
事
の
支
度
、
洗

濯
、
買
い
物
な
ど
。

　

そ
の
他
の
仕
事
も
受
注
し
て
い

ま
す
。何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
魚
沼
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 ❷
入
会
説
明
会

　

働
く
意
欲
の
あ
る
６０
歳
以
上
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
毎
月
１５
日（
次
回
４
月
１６
日
㈪
）

場
小
出
公
民
館
２
階
会
議
室

申
魚
沼
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

環境対策に関係する各種助成メニューを紹介します

事業名 内 対 補助金額 予定
件数 〆

補助率 上限

新エネルギー等利用機器普
及促進事業

　薪ストーブやペレット
ストーブ、太陽光発電、
太陽熱利用等、再生可能
エネルギーを利用した機
器の購入費の一部を助成
します。

市内に居住
する個人及
び法人

1/3
15 万円

（機器の種類、
出力により計
算します）

35 件
（1件あたりの
金額により増
減します）

平成25年
2⁄28 ㈭
（先着順）

雪利用住宅導入モデル事業
　夏季の冷房や冷蔵に雪
を利用する住宅に設備の
工事費の一部を助成しま
す。

市内に居住
する個人及
び法人

3/4 300 万円 1件
（書類選考） 6⁄29 ㈮

小水力発電導入モデル事業
　小水力発電設備の設置
費用の一部を助成しま
す。

市内に居住
する個人及
び法人、団
体、自治会

3/4 50 万円 1件
（書類選考） 6⁄29 ㈮

申事前申請が必要です
問環境対策室☎７９２・９７６６

 ❶
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
運
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

内
壁
面
等
に
ゴ
ー
ヤ
で
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
植
え
育
て
よ
う
と
す

る
市
内
事
業
所
に
、
ゴ
ー
ヤ
苗
を

配
付
し
ま
す
。

対
市
内
事
業
所
定
先
着
２０
事
業
所

〆
４
月
２０
日
㈮

他
１
事
業
所
に
ゴ
ー
ヤ
苗
１０
本
と

有
機
堆
肥
５
体
を
配
付
し
ま
す

が
、
そ
の
他
必
要
資
材
等
は
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

申
都
市
整
備
室

 ❷
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

内
市
内
の
公
共
的
な
施
設
や
道
路

沿
い
、
公
園
、
広
場
な
ど
に
花
を

植
え
育
て
よ
う
と
す
る
団
体
に
、

花
苗
を
配
付
し
ま
す
。

対
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体

〆
４
月
２０
日
㈮

申
都
市
整
備
室

都
市
整
備
室

☎
７
９
９
・
３
１
３
４

 ◆
魚
沼
太
鼓「
響（
育
成
チ
ー

ム
）」
募
集

　

和
太
鼓
に
興
味
を
持
つ
人
で
育

成
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
、
魚
沼
太

鼓
と
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

に
出
演
し
ま
す
。

日
５
月
連
休
明
け
～
１２
月
（
練
習

日
…
月
２
回
程
度
）

場
小
出
郷
文
化
会
館　
　
　

内
曲
目
演
奏
を
ス
テ
ー
ジ
で
発
表

す
る
た
め
の
練
習
や
、
バ
チ
の
持

ち
方
な
ど
基
礎
か
ら
１
曲
演
奏
を

目
指
し
ま
す
。

対
小
学
生
以
上

講
魚
沼
太
鼓
メ
ン
バ
ー
ほ
か

￥
年
会
費
１
、０
０
０
円
（
資
料

代
等
別
途
徴
収
す
る
場
合
あ
り
）

定
２０
人
程
度
〆
４
月
２７
日
㈮

申
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
文
化
振
興
室
（
小
出
郷
文
化

会
館
内
）
ま
で

☎
７
９
２
・
８
８
１
１
（
９
時
～

１７
時
※
月
曜
休
館
）

募
　
　
　
集

制
度
・
手
続
き

 ❶
ア
ス
ベ
ス
ト
改
修
工
事
事
業

　

市
内
の
建
物
で
、
露
出
し
た
ア

ス
ベ
ス
ト
の
除
去
等
の
工
事
ま
た

は
、
含
有
の
有
無
に
係
る
調
査
に

対
し
補
助
を
行
う
制
度
で
す
。

　

平
成
２４
・
２５
年
度
に
除
去
等
の

工
事
を
お
考
え
の
人
は
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
①
不
特
定
多
数
の
人
が
共
同
で

利
用
す
る
建
物
で
３
０
０
㎡
以
上

で
あ
る
こ
と

②
除
去
等
工
事
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

が
含
有
さ
れ
て
い
る
と
調
査
済
み

の
も
の

③
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

も
の

※
交
付
決
定
前
の
着
手
は
、
す
べ

て
対
象
外
で
す
。

・
補
助
金
の
額

　

除
去
等
の
工
事
に
係
る
費
用

（
復
旧
費
、
消
費
税
は
除
く
）
の

３
分
の
１
以
内
（
１
件
当
た
り
限

度
額
１
５
０
万
円
）

申
都
市
整
備
室

都
市
整
備
室

☎
７
９
９
・
３
１
３
４

 ❷
魚
沼
市
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

対
市
内
施
工
業
者
を
利
用
し
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
市
民

・
補
助
率
、
補
助
限
度
額
…
補
助

対
象
額
の
２０
％
、
上
限
額
１０
万
円

・
募
集
期
間
・
補
助
枠
…
４
月
１６

日
～
５
月
１１
日
、
補
助
枠
３
０
０

件
を
予
定
※
募
集
期
間
中
に
予
定

件
数
（
金
額
）
に
達
し
た
場
合
は

抽
選
を
行
な
い
ま
す
。

申
都
市
整
備
室
窓
口（
広
神
庁
舎
）

※
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
受
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

 ❸
克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

　

克
雪
住
宅
の
新
築
及
び
増
改
築

を
行
う
人
に
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。

対
市
内
に
克
雪
住
宅
を
建
築
（
改

良
）
し
在
住
す
る
人
で
、
以
前
に

こ
の
補
助
制
度
を
受
け
て
い
な
い
人

内
・
融
雪
式
…
補
助
対
象
工
事
費

の
１７
・
６
％
（
限
度
額
４４
万
円
）

・
そ
の
他
方
式
…
補
助
対
象
工
事

費
の
１３
・
２
％
（
限
度
額
３３
万
円
）

・
要
援
護
世
帯
…
補
助
対
象
工
事

費
の
１７
・
６
％
（
限
度
額
４４
万
円
）

・
補
助
枠
…
今
年
度
５０
件
程
度
を

予
定
（
予
定
件
数
に
達
し
次
第
終
了
）

〆
平
成
２４
年
１０
月
末
日

申
都
市
整
備
室

 ❹
木
造
住
宅
の
耐
震
化
支
援
事
業

　

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
耐
震
診
断
及
び
改
修
に
係
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

◦
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

対
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
の
１
戸
建
て
個
人
所
有
の
木
造
住
宅

内
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
自
己
負

担
１
万
円
で
実
施
（
費
用
７
万
円

の
う
ち
、
市
か
ら
６
万
円
補
助
）

・
補
助
枠
…
今
年
度
１０
件
を
予
定
、

予
定
件
数
に
達
し
次
第
終
了

◦
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

対
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
総
合
評
点
が
１．０
未
満
の
木
造
住
宅

内
耐
震
改
修
工
事
費
の
３
分
の
１

を
補
助
（
補
助
限
度
額
７５
万
円
、

千
円
未
満
切
捨
て
）

・
補
助
枠
…
今
年
度
１
件
を
予
定
、

予
定
件
数
に
達
し
次
第
終
了

◦
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

（
部
分
補
強
・
シ
ェ
ル
タ
ー
化
等
工
事
）

対
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
総
合
評
点
が
０．７
未
満
の
木
造
住
宅

内
耐
震
改
修
工
事
費
の
３
分
の
１

を
補
助
（
補
助
限
度
額
３０
万
円
、

千
円
未
満
切
捨
て
）

・
補
助
枠
…
今
年
度
１
件
を
予
定
、

予
定
件
数
に
達
し
次
第
終
了

申
都
市
整
備
室

 ❺
そ
の
他

　

各
事
業
と
も
、
市
内
在
住
の
人

が
対
象
で
、
事
前
申
請
と
な
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
補
助
枠
に
達
し
た

時
点
で
締
切
り
ま
す
。

問
都
市
整
備
室

 ◆
平
成
２４
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会

◦
新
潟
会
場

日
４
月
２０
日
㈮
・　

８
月
１７
日
㈮
・

１１
月
１６
日
㈮
・
平
成
２５
年
１
月
１８

日
㈮
の
１０
時
～
１４
時
３０
分
（
１２
時

～
１３
時
は
休
憩
）

場
新
潟
県
庁
行
政
庁
舎
会
議
室

◦
長
岡
会
場

日
６
月
１５
日
㈮
・
10
月
１９
日
㈮
・

平
成
２５
年
２
月
１５
日
㈮
の
１０
時
～

１４
時
３０
分（
１２
時
～
１３
時
は
休
憩
）

場
長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室

持
①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃

砲
刀
剣
類
（
移
動
の
際
は
危
険
の

な
い
よ
う
梱
包
し
、
盗
難
等
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
）
②
銃
砲
刀
剣
類

発
見
届
（
所
轄
警
察
署
が
発
行
し

た
も
の
）
③
代
理
人
の
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

￥
１
件
に
つ
き
６
、３
０
０
円（
県

収
入
証
紙
で
納
入
）

他
法
令
に
定
め
る
鑑
定
の
基
準
に

よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。
登
録
対
象

と
な
っ
た
も
の
に
登
録
証
が
交
付

さ
れ
所
持
で
き
ま
す
。

問
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
６
１
９

みどりの月間　期４月１５日～５月１４日
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空間放射線量の測定結果（３月）

【定地点測定】保育園等の空間放射線量測定結果

測定場所 測定日 測定箇所 積雪
（cm）

測定結果（μ Sv/h)
地上
10cm

地上
50cm

地上１ｍ

堀之内
なかよし保育園 3⁄1

園庭 225 0.023  0.020  0.020 

玄関前 － 0.080  0.080  0.070 

側溝 － 0.010  － 0.080 

堀之内子育て
支援センター 3⁄1

玄関前 － 0.100  0.100  0.100 

駐車場 － 0.090  0.090  0.080 

清心保育園 3⁄1

園庭 220 0.020  0.020  0.020 

玄関前 － 0.100  0.090  0.090 

門付近 － 0.070  0.070  0.060 

小出保育園 3⁄1

園庭 220 0.033  0.030  0.033 

玄関前 － 0.090  0.090  0.080 

門付近 － 0.100  0.100  0.080 

佐梨保育園 3⁄6
園庭 180 0.047  0.040  0.043 

玄関前 － 0.100  0.090  0.080 

ひがし保育園 3⁄8
園庭 150 0.043  0.040  0.040 

玄関前 － 0.110  0.110  0.090 

伊米ヶ崎保育園 3⁄7
園庭 200 0.020  0.020  0.020 

玄関前ほか － 0.100  0.084  0.073 
小出子育て
支援センター
（ぱぴぷ）

3⁄1
玄関前 － 0.090  0.080  0.080 

駐車場 － 0.090  0.070  0.080 

つくし保育園 3⁄8

園庭 150 0.017  0.017  0.017 

玄関前 － 0.110  0.100  0.090 

雨水桝 － 0.120  － 0.090 

側溝 － 0.110  － 0.080 

ひかり保育園 3⁄8

園庭 180 0.020  0.023  0.023 

玄関前 － 0.090  0.090  0.080 

駐車場 － 0.070  0.070  0.080 

ふたば西保育園 3⁄13
園庭 230 0.030  0.030  0.030 

玄関前 － 0.090  0.090  0.090 

ふたば東保育園 3⁄13
園庭 200 0.027  0.027  0.027 

玄関前ほか － 0.090  0.083  0.080 

守門保育園 3⁄14
園庭 260 0.027  － 0.027 

玄関前 － 0.090  0.090  0.070 

　市内保育園等の園庭・玄関先で測定し、全ての測定箇所
で通常の測定の範囲内であることを確認しました。

　サーベイメータの測定値は、モニタリングポスト
の測定値に対し、３割程度高めになる傾向があります。
　通常の測定の範囲：０．０１６～０．１６マイクロ
シーベルト毎時程度（平成１７～２１年度における
　柏崎刈羽原子力発電所周辺地域の測定結果。地上
１．５ｍで測定）
◦単位の説明
・放射線による人体への影響度合いを表す単位を
　シーベルト（Sv）といいます。
・μＳｖ／ｈ（マイクロシーベルト毎時）
問総務管理室☎７９２・９２１４

 ◆
魚
沼
市
囲
碁
・
将
棋
会
総

会
及
び
記
念
大
会

日
４
月
２２
日
㈰
９
時
か
ら
（
受
付

８
時
３０
分
）

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室

内
総
会
終
了
後
に
記
念
大
会

◦
囲
碁
の
部
（
３
段
以
上
、２
段
・

催
　
　
　
し

初
段
、
級
）

◦
将
棋
の
部（
名
人
戦
、小
中
学
生
）

※
参
加
人
数
に
よ
り
部
門
を
統
合

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

￥
一
般
１
、５
０
０
円
、
小
中
学

生
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
、
年
会

費
・
昼
食
代
含
む
）

〆
４
月
１６
日
㈪

他
子
ど
も
大
会
…
８
月
１８
日（
土
）

（
予
定
）、
囲
碁
教
室
…
毎
週
日
曜

日
（
９
時
～
１１
時
）、
希
望
者
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
魚
沼
市
囲
碁
・
将
棋
会
・
渡
部

☎
７
９
２
・
３
２
５
８（
１３
時
～
１７
時
）

 ❶
４
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
お

話
し
し
ま
す
（
絵
本
２
冊
プ
レ
ゼ

ン
ト
）。
１
組
１０
分
程
度
で
す
。

日

場

１８
日
㈬

１３
時
～
１４
時
３０
分

小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

ぱ
ぴ
ぷ

２１
日
㈯

１０
時
～
１２
時

広
神
図
書
館

和
室

持
個
別
案
内
同
封
の
絵
本
引
換
書

対
平
成
２３
年
４
月
１
日
～
４
月
３０

日
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

他
赤
ち
ゃ
ん
の
機
嫌
の
よ
い
と
き

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 ❷「
み
ん
な
集
ま
れ
子
ど
も

読
書
の
日
」
お
は
な
し
が

い
っ
ぱ
い
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
４
月
２１
日
㈯
１０
時
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
２
階
学
習
室

内
大
型
絵
本
「
め
っ
き
ら
も
っ
き

ら
ど
お
ん
ど
ん
」、「
９
９
９
ひ
き

の
き
ょ
う
だ
い
」、
紙
芝
居
「
い

も
こ
ろ
が
し
」、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２
・
０
３
３
７

 ◆
健
康
体
操
教
室

日
５
月
～
１２
月
第
２
・
４
火
曜
日

（
計
１６
回
）
第
１
回
５
月
８
日
㈫

１９
時
４５
分
～
２１
時

場
守
門
開
発
セ
ン
タ
ー

内
眠
っ
て
い
る
カ
ラ
ダ
（
筋
肉
）

を
目
覚
め
さ
せ
よ
う
！
カ
ラ
ダ
ほ

ぐ
し
や
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
誰
に
で

も
で
き
る
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

対
ど
な
た
で
も

講
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
・
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
佐

藤
愛
子
さ
ん
（
三
渕
沢
）

￥
１
、０
０
０
円
定
３０
人
申
守
門

公
民
館（
守
門
開
発
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
７
・
２
２
６
１

「
バ
ス
で
お
で
か
け
」
な
ど
。

対
ど
な
た
で
も

他
雑
誌
付
録
の
抽
選
会
も
行
い
ま
す

生
涯
学
習
・
公
民
館

 ◆
宮
柊
二
記
念
館
短
歌
教
室

日
第
１
回
５
月
１３
日
㈰
、
以
降
６

月
、
７
月
、
９
月
、
１０
月
、
１１
月
、

平
成
２５
年
１
月
、２
月
、３
月
（
計

９
回
）、
原
則
第
２
日
曜
日
１０
時

～
１２
時

場
宮
柊
二
記
念
館

内
初
心
者
向
け
に
、
わ
か
り
や
す

い
短
歌
の
教
室
を
開
催
し
ま
す

（
歌
会
形
式
の
講
座
、
通
信
添
削

指
導
あ
り
）。

対
中
学
生
以
上

￥
年
会
費
３
、０
０
０
円
（
高
校

生
以
下
無
料
）

〆
４
月
１５
日
㈰

申
宮
柊
二
記
念
館

☎
７
９
４
・
３
８
０
０

 ◆
ふ
た
ば
東
保
育
園
あ
そ
び
広
場

　

５
月
か
ら
「
ふ
た
ば
東
保
育
園

あ
そ
び
広
場
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

保
育
園
を
見
学
し
な
が
ら
、
お

友
だ
ち
や
お
か
あ
さ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
心
と
体
を
ふ
れ

あ
っ
て
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
毎
月
第
２
水
曜
日（
５
月
～
３
月
）

９
時
～
１１
時

場
ふ
た
ば
東
保
育
園
（
今
泉
）

内
自
由
あ
そ
び
、
リ
ズ
ム
体
操
等

対
入
園
前
の
子
ど
も
と
、
そ
の
家
族

持
水
筒
（
麦
茶
、
湯
冷
ま
し
）

￥
無
料
申
ふ
た
ば
東
保
育
園

☎
７
９
９
・
２
０
５
８

子
　
ど
　
も

 ◆
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
の
ご

家
族
（
40
歳
～
74
歳
）
へ

◦
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
を

送
付
し
ま
し
た

　

協
会
け
ん
ぽ
（
全
国
健
康
保
険

協
会
）
は
、
平
成
２４
年
３
月
末
に

加
入
者
の
勤
務
先
に
「
特
定
健
康

診
査
受
診
券
」（
以
下
受
診
券
）

を
送
付
し
ま
し
た
。

◦
特
定
健
康
診
査
（
健
診
）
を
実

施
し
て
い
ま
す

対
40
歳
～
74
歳
の
加
入
者
の
被
扶
養
者

場
住
民
健
診
（
集
団
健
診
）
会
場
、

ま
た
は
協
会
け
ん
ぽ
と
契
約
し
て

い
る
健
診
機
関

持
受
診
券
・
保
険
証
・
自
己
負
担
金

※
退
職
等
に
よ
り
保
険
証
を
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
受
診

券
も
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◦
新
た
に
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
（
平
成

 ◆
や
さ
し
い
・
簡
単
男
性
の

料
理
教
室

日
４
月
１８
日
㈬
１０
時
～
１２
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
春
を
ま
る
ご
と
い
た
だ
く
「
元

気
ご
飯
」

講
魚
沼
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

対
男
性
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

 ◆
高
齢
者
交
流
事
業
（
お
た

の
し
み
昼
食
会
）

日
４
月
２４
日
㈫
１０
時
～
１３
時

場
堀
之
内
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
堀
之
内
病
院
と
な
り
）

内
保
健
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
昔
語
り
、
唄
と
三
味
線
、
昼

健
康
・
福
祉

食
会
等

対
６５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

￥
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

〆
４
月
１７
日
㈫

申
左
記
事
務
局
、
ま
た
は
地
区
民

生
委
員
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
堀

之
内
支
所
）
☎
７
９
４
・
４
３
０
０

２４
年
１
月
以
降
）
し
た
被
扶
養
者

　

受
診
券
の
交
付
申
請
が
必
要
で

す
。
交
付
に
は
１
～
２
週
間
程
度

か
か
り
ま
す
。
健
診
前
に
余
裕
を

持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
協
会
け
ん
ぽ
新
潟
支
部
保
健
グ

ル
ー
プ
☎
０
２
５
・
２
４
２
・
０
２
６
４

手
拭
、
筆
記
用
具
￥
５
０
０
円

定
先
着
２０
人
〆
４
月
１６
日
㈪

申
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

　

平
成
２４
年
度
は
左
記
の
人

を
対
象
に
、
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
を
行
い
ま
す
。
３
回
の
接

種
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
予
診
票
が
届
い
た
ら
早
め

に
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
①
中
学
１
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
女
子
（
平
成
１１
年

４
月
２
日
～
平
成
１２
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）
※
予
診
票
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け

に
発
送
予
定

②
中
学
２
年
生
～
高
校
１
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
子

で
、
平
成
２３
年
度
中
に
事
情
に

よ
り
接
種
を
完
了
で
き
な
か
っ

た
人

③
高
校
２
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
女
子
で
、
平
成
２３
年
度
中

に
事
情
に
よ
り
接
種
を
完
了
で

き
な
か
っ
た
人
（
１
回
は
接
種

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
）

※
②
③
の
人
は
お
手
持
ち
の
予

診
票
を
使
用
し
て
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。
紛
失
し
た
人
は
再
発
行
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
３

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
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Consultation for Foreign Residents　　
外
がいこくじん

国人のための相
そうだんまどぐち

談窓口を開
かいせつ

設しています

　市
しみ ん そ う だ ん

民相談センターでは、外
がいこくじん

国人のための

日
にちじょうせいかつそうだんまどぐち

常生活相談窓口を開
かいせつ

設しています。

◦通
つうやくかのう

訳可能な言
げんご

語…英
えいご

語

日平
へいじつ

日８：３０～１７：１５

場市
しみんそうだん

民相談センター（小
こいでちょうしゃ

出庁舎１Ｆ）

申市
しみんそうだん

民相談センター（予
よやく

約が必
ひつよう

要です）

☎７９２・８８４４

ＦＡＸ７９２・５６００

Ｅメール soudan@city.uonuma.niigata.jp

各
種
相
談
等

 ◆
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
無

料
法
律
相
談

日
４
月
１９
日
㈭
１５
時
～
１７
時

 ◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
う
お
ぬ
ま

日
４
月
２７
日
㈮
１０
時
～
１２
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
若
者
の
た
め
の
仕
事
探
し
の
お

手
伝
い
と
、
就
職
に
関
す
る
出
張

相
談
会
（
相
談
予
定
時
間
５０
分
）

対
３９
歳
く
ら
い
ま
で
で
就
職
相
談

を
し
た
い
人

相
専
任
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

￥
無
料
定
５
人
〆
４
月
２６
日
㈭

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
が
お
か

☎
０
２
５
８
・
３
８
・
６
１
８
１

Hhttp://w
w
w.niigata-jobcafe.jp/

 ◆「
井
口
汪
の
世
界
」
展

日
５
月
３
日
㈷
㈭
～
５
日
㈷
㈯
９

時
～
１７
時
３０
分

 ◆
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｄ
主
催
第
四
級
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
養
成

課
程
講
習
会（
国
家
試
験
免
除
）

◦
講
習
会
番
号
…
Ｊ
２４
︲
６
０
１

日
５
月
２６
日
㈯
～
２７
日
㈰

場
サ
ン
ラ
イ
ズ
南
魚
沼（
南
魚
沼
市
）

￥
２
２
、７
５
０
円
定
６０
人

〆
５
月
１９
日
㈯（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
六
日
町
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
・
若
井

☎
０
２
５
・
７
８
２
・
４
０
７
２

☎
０
９
０
・
１
４
０
３
・
１
３
３
３

内
遺
言
（
遺
言
書
の
作
成
・
保
管
・

執
行
等
）、
相
続
に
関
す
る
法
律
相
談

◦
面
談
相
談

場
弁
護
士
会
館
（
新
潟
市
中
央
区

学
校
町
通
１
番
町
１
番
地
（
新
潟

地
方
裁
判
所
内
））

定
先
着
１６
人

申
新
潟
県
弁
護
士
会

☎
０
２
５
・
２
２
２
・
５
５
３
３

（
事
前
予
約
必
要
）

◦
電
話
相
談

☎
０
２
５
・
２
２
３
・
８
２
５
２

（
当
日
限
り
）（
事
前
予
約
不
要
）

場
小
さ
い
記
念
館（
親
柄
２
１
９
番
地
）

内
座
禅
等
の
心
象
世
界
や
風
景
の
油
絵

他
井い

ぐ
ち
ひ
ろ
し

口
汪
…
小
・
中
学
校
教
員
時

代
に
油
絵
・
彫
塑
な
ど
独
学
で
学

び
、
定
年
後
製
作
に
励
む
。
大
正
５

年
生
ま
れ
、
平
成
１４
年
没
（
８６
歳
）。

問
小
さ
い
記
念
館
代
表
・
吉
田

☎
７
９
９
・
２
０
０
４

毎月２２日は『禁煙の日』
スワンスワン（吸わん吸わん）で禁煙を！
　毎月２２日は、禁煙の日。シンボル
マークの２羽の白鳥が寄り添う姿から
スワンスワン（吸わん吸わん）で禁煙
を！をスローガンとしています。
　あなたも今月の２２日から『禁煙』
をはじめませんか？
問健康増進室☎７９２・９７６３

  4 月 16 日～ 31 日 行事カレンダー
16 月 4/2 納期限分の口座再振替日（国保税、後期高齢）
17 火 みんなあつまれげんきっこ（9:00/ 小出保育園）

18 水 ブックスタート
（13:00/ 小出子育て支援センターぱぴぷ）

19 木 清心保育園であそぼう（10:00/ 清心保育園）
プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）

20 金 H23 所得税振替納税日

21 土

みんな集まれ子ども読書の日
（10:00/ 小出郷図書館）

ブックスタート
（10:00/ 広神図書館）

22 日

魚沼市囲碁・将棋会総会
及び記念大会
（8:30/ 小出ボランティアセンター）

日本語教室（10:00/ 堀之内公民館）
伊戸のりお杯雪椿会全国歌謡選手権権大会
（10:30 ～ / 小出郷文化会館）

23 月
24 火

25 水

H23 個人事業者の消費税及び地方消費税納税振替日
年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出商工会館）
要予約　長岡年金事務所☎ 0258･88･0006
農業委員会総会（13:30/ 広神庁舎）

26 木

27 金 ジョブカフェうおぬま
（10:00 ～ 12:00/ 小出郷福祉センター）

28 土 目黒邸資料館オープン（9:00/ 目黒邸資料館）

29 日

桜づつみウォーキング
（8:30/魚野川河川改修資料館脇）

浦町 U エリア祭り（12:00頃～/浦町Uエリア）
魚沼音楽祭（12:30/小出小学校2階第一体育館）

30 月
31 火

 ◆
魚
沼
音
楽
祭

日
４
月
２９
日
㈷
㈰
１２
時
３０
分
か
ら

場
小
出
小
学
校
２
階
第
一
体
育
館

演
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
近
藤
ほ
な

み
さ
ん
（
小
学
５
年
・
新
潟
県
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
知
事
賞
受
賞
）、

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
大
谷
内
陽
子
さ
ん

（
新
潟
県
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞

受
賞
・
イ
タ
リ
ア
セ
ル
ジ
ュ
ペ
ル

テ
ィ
カ
ロ
ー
リ
賞
コ
ン
ク
ー
ル
優

勝
）、
全
２０
組
出
演
の
う
ち
魚
沼

市
在
住
者
が
１０
組
出
演
し
ま
す
。

￥
無
料
問
魚
沼
音
楽
祭
世
話
人
・
小
川

☎
７
９
２
・
７
９
１
６（
１９
時
以
降
）

 ◆
浦
町
Ｕ
エ
リ
ア
春
祭
り

日
４
月
２９
日
㈷
㈰
１２
時
頃
か
ら

内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス
テ
ー

ジ
ほ
か

◦
通
行
止
め
案
内

日
４
月
２９
日
㈷
㈰
８
時
～
２１
時

内
主
要
地
方
道
小
出
・
只
見
線
の

一
部
が
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。
迂
回
路
（
県
道
虫
野
・
小
出

（
停
）
線
他
）
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
担
当
・
青
柳
☎
７
９
２
・
０
０
４
３

 ◆
浦
町
Ｕ
エ
リ
ア
春
祭
り
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
４
月
２９
日
㈷
㈰

受
付
…
１１
時
か
ら
、
開
始
…
１２
時
か
ら

場
浦
町
Ｕ
エ
リ
ア
内
（
浦
町
通
り
）

￥
１
店
舗
５
０
０
円
（
１
区
画
２

ｍ
×
２
ｍ
）、
春
祭
り
当
日
受
付

に
て
徴
収
し
ま
す
。

定
２５
店
舗
（
予
定
）
※
食
品
（
加

工
品
）、
医
療
品
、
生
き
物
を
扱

う
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〆
４
月
２２
日
㈰

他
当
日
Ｕ
エ
リ
ア
内
は
車
輌
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
。
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
担
当
・
青
柳
☎
７
９
２
・
０
０
４
３

乳幼児健診
事業名 期日 受付 会場 対象生年月日
乳児健診
４か月児

24 日
（木）

13:00
～
13:15

小出子育て
支援センター H24年1月生まれ

1歳
６か月児

16 日
（水）

湯之谷保健
センター

H22 年 10 月生まれ

３歳児 23 日
（水） H21年5月生まれ

２歳児歯科 15 日
（火） H22年5月生まれ

持母子健康手帳、問診票
他・都合で来られない場合は事前にご連絡ください。
・感染症（おたふく、みずぼうそう、風邪等）にり患、
またはその疑いがある場合（発熱、発疹がある）は、
健康増進室に連絡後、治癒してからお越しください。

５月乳幼児検診等 問健康増進室☎ 792・9763

離乳食講習会等
事業名 期日 受付 会場 対象（対象外でも参加可）

離乳食講習会
ステップ1

11 日
（金）

9:30
～
9:45

小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

H24年2月生の乳児の養育者

離乳食講習会
ステップ2

8 日
（火） H23年10月生の乳児の養育者

離乳食講習会
ステップ3

15 日
（火） H23年7月生の乳児の養育者

1歳
歯みがき教室

29 日
（火）

9:15
～
9:30

H23年5月生の幼児と養育者

持母子健康手帳、離乳食講習会ステップ 1、2、3に子
ども同伴の場合はバスタオル

５月子育て支援センター

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

ぴよぴよ広場 月～金 9:00～16:00  自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 16 日（水） 対５月生まれ

土曜開放日 12 日 9:00～11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜  9:00～12:00
             13:00～15:00

乳幼児の育児等の
相談もできます

ヨガ教室 12 日（土）
9:00～11:30

対母親
申申込が必要です

・午後から閉館する場合があります。詳細は「子育て支
　援センターご案内」「月のおたより」をご覧ください。
・今年度は年齢別開放日はありません。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

わくわく広場 月～金9:00～15:00  自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 15 日（火） 対５月生まれ

身長・体重計測 15 日（火）午前 乳幼児の育児等の
相談もできます

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター 11日（金）
10:00～11:15 親子でふれあって遊ぼう

入広瀬保健センター 18 日（金）
10:00～11:15



市 長 室 だ よ り

魚沼市長　　大 平　悦 子

　「おいしい魚沼ブランド推奨制度」を創設し
ました。魚沼市内の農産物等の産品を推奨する
制度で、地産地消の推進及び付加価値の高い農
産物の生産・加工・製造の振興を図り、魚沼市
を広くアピールすることが目的です。この制度
の創設により、「ものづくり」から、「ひとづく
り」、「ことづくり（例：地域の文化、イベント
の発信、観光・交流）」が推進されることも期
待しています。
　魚沼市もこの新しい制度・「おいしい魚沼ブ

ランド推奨制度」に負けないよう庁舎再編と組
織機構の見直しを行い、新しい体制で平成２４
年度の事業をスタートしました。仕事スピード・
作業効率のアップ、住民サービスの向上を目指
して頑張ってまいります。

★

「おいしい魚沼ブランド推奨制度」スタート

）））

■魚沼ブランド推奨マーク
　・デザイン
　　芦谷あばよさん
　　（魚沼市出身漫画家）
　・「魚沼市」題字
　　小林和彦さん
　　（魚沼市出身書道家
　　・県立小出高等学校講師）

外
とやま

山   和
か ず こ

子さん（井口）

きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

な
く
過
ご
す
景
色
で
も
、
時
間
や

季
節
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
変
化
し

て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
る
『
気
づ

き
』
を
大
切
に
し
た
い
と
話
し
ま

す
。
撮
影
し
た
魚
沼
の
風
景
写
真

を
数
点
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
こ
に
写
っ
て
い
た
の
は
、

見
慣
れ
た
は
ず
の
景
色
で
あ
り
な

が
ら
、
別
の
街
の
景
色
な
の
で
は

と
錯
覚
す
る
よ
う
な
美
し
い
も
の

ば
か
り
。
毎
日
見
て
い
る
と
見
過

ご
し
て
し
ま
い
が
ち
な
私
た
ち
の

身
近
に
あ
る
大
自
然
が
、
一
瞬
だ

け
見
せ
る
最
高
の
表
情
を
捉
え
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

一
眼
レ
フ
の
カ
メ
ラ
を
持
っ
て

初
め
て
の
作
品
が
群
展
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
か
ら
、
最
も
思
い
入
れ

の
あ
る
展
覧
会
の
ひ
と
つ
・
南
魚

沼
市
美
術
展
覧
会
の
写
真
部
門
に

お
い
て
、
そ
の
後
も
受
賞
を
重
ね

た
結
果
、今
年
２
月
に
「
無
鑑
査
」

に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
名

誉
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
こ

れ
か
ら
も
、
あ
く
ま
で
趣
味
と
し

て
続
け
て
い
け
た
ら
。」
と
、
控

え
め
な
外
山
さ
ん
。
肩
の
力
を
抜

き
な
が
ら
、
美
し
い
魚
沼
の
一
瞬

を
、
カ
メ
ラ
で
切
り
取
り
続
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

尾
瀬
で
ご
く
稀
に
見
ら
れ
る

珍
し
い
現
象
・「
白
い
虹
」。

外
山
さ
ん
が
撮
影
し
た
こ
の
白
い

虹
の
写
真
が
、
昨
秋
の
全
国
展
第

５１
回
富
士
フ
イ
ル
ム
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
部
門
で
銅

賞
を
、
ま
た
、
目
黒
邸
前
で
撮
影

し
た
豪
雪
の
写
真
が
、
二
〇
一
一

毎
日
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
・
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
、
２
作
品
が
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
富
士
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
で
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
感
想
を
お
聞
き
す
る

と
、
私
の
よ
う
な
主
婦
が
賞
を
い

た
だ
け
る
な
ん
て
と
謙
遜
さ
れ
な

が
ら
、「
魚
沼
の
風
景
が
全
国
の

人
の
目
に
触
れ
る
機
会
が
で
き

て
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。」

と
、
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１６
年
前
、
犬
の
散
歩
で
通
っ
て

い
た
景
色
が
早
朝
と
夕
暮
れ
で
表

情
が
違
う
こ
と
に
気
づ
き
、
記
録

と
し
て
写
真
を
撮
り
始
め
ま
し

た
。
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
抱
き

な
が
ら
も
、
撮
影
し
た
写
真
が
ひ

と
時
の
感
動
や
癒
し
と
な
り
、
現

在
ま
で
撮
り
続
け
る
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

外
山
さ
ん
の
被
写
体
と
な
る
の

は
風
景
が
多
く
、
普
段
か
ら
何
気
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（2 月 21 日～ 3 月 20 日届出分） ※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。ひとのうごき

魚
沼
市
文
芸

市
報
ク
イ
ズ

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー
ド
」、「
魚

沼
映
画
の
専
門
店
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
」

を
各
５
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

答
え
と
市
報
の
感
想
等
を
お
書
き
の

う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
４
月
24
日
（火）
ま
で
に
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

Ｑ
３
月
１０
日
、
１
人
暮
ら
し
を
始

め
る
学
生
等
を
対
象
に
行
わ
れ

た
「
１
人
暮
ら
し
応
援
○
○
教

室
」。
な
に
教
室
？

①
ク
ッ
キ
ン
グ

②
ソ
ー
イ
ン
グ

③
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

前
回
の
正
解
は
、
①
ス
ト
レ
ス
で

し
た
。
当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
図
書
カ
ー
ド
】
田
中
キ
ヨ
、
大
塩

香
織
、
仲
丸
裕
子
、
田
中
香
、
中
村

和
子

【
映
画
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
】
渡
辺
康
介
、

磯
辺
キ
ノ
エ
、
諏
訪
淳
一
、
駒
形

寧
々
、
今
井
静
子

■
東
日
本
大
震
災
・
魚
沼
市
へ
の
避
難
者
数
の
う
ご
き
＊
３
月
３１
日
現
在
【
二
次
避
難
所
】
公
営
住
宅
…
２
世
帯
７
人
【
民
間
借
上
げ
仮
設
住
宅
】
２
世
帯
２
人
【
親
類
宅
等
避
難
者
】
９
世
帯
１４
人

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：７９２－９５００
Ｅメール：
reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

■
宮
柊
二
記
念
館
短
歌
教
室
（
堀
之
内
地
域
）

節
分
の
豆
撒
き
の
声
老
父
に
似
て

　
　
　
息
子
の
年
を
し
み
じ
み
思
う武

藤
美
佐
子

降
る
雪
に
嫌
気
さ
し
た
る
雪
下
ろ
し

　
　
　
　
逃
げ
も
で
き
ず
に
た
め
い
き
一
つ

渡
部
　
和
子

朝
ぼ
ら
け
雪
見
ゆ
窓
辺
の
福
寿
草

　
　
　
　
花
び
ら
の
ぞ
く
春
近
き
か
な

佐
藤
　
孝
子

■
湯
之
谷
俳
句
会
（
湯
之
谷
地
域
）　
　
　

雪
の
駅
携
帯
メ
ー
ル
に
瞬
か
ず

佐
藤
　
　
龍

雛
飾
り
見
入
る
娘
も
母
と
な
り

水
澤
　
麗
子

■
白
虎
社
（
湯
之
谷
地
域)

花
舗
の
灯
は
室む

ろ
さ
き咲

揃
ふ
町
角
に

瀬
下
　
芳
香

強
し
た
た

か
に
酔
え
し
こ
と
な
く
冬
つ
き
ぬ佐

藤
み
ぞ
れ

■
広
神
俳
句
会
（
広
神
地
域
）

春
め
く
や
な
わ
と
び
の
子
の
影
も
跳
ぶ

高
橋
　
　
満

コ
ー
ヒ
ー
の
沸
沸
春
の
風
邪
癒
え
て羽

賀
　
晴
子

見
つ
め
れ
ば
見
つ
め
返
し
て
内
裏
雛櫻

井
　
詩
子

■
四
季
の
声
（
小
出
地
域
）

春
遠
し
　
雪
に
大
根
　
埋
め
な
お
し

兄
弟
　
一
人
と
な
り
し
　
彼
岸
来
る

　
　
佐
藤
　
久
夫

■
守
門
文
芸
友
の
会
（
守
門
地
域
）

水
仙
や
姉
妹
で
祝
う
誕
生
日

諸
橋
ふ
じ
の

川
柳
「 

雪 

」

嫌
と
言
う
雪
と
つ
き
合
い
九
十
年佐

藤
　
熊
一

昔
よ
り
伝
へ
き
た
り
し
塞
の
神

　
　
　
集
落
総
出
で
豊
作
祈
願
す大

平
　
　
健

【
お
詫
び
と
訂
正
】

市
報
う
お
ぬ
ま
３
月

１０
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
、
次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

２０
ペ
ー
ジ
「
魚
沼
市
文
芸
」
公
民
館
俳
句
教
室

（
入
広
瀬
地
域
）

（
誤
）
昼
食
は
妣は

は

の
好
み
し
芋
雑
炊佐

藤
　
照
子

（
正
）
昼
食
は
妣は
は

の
好
み
し
芋
雑
炊佐

藤
　
昭
子

　
今
回
で
「
魚
沼
市
文
芸
」
は
終
了
い
た

し
ま
す
。
長
ら
く
ご
愛
読
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
公
民
館
俳
句
教
室
（
入
広
瀬
地
域
）

肩
の
雪
箸
に
こ
ぼ
る
る
ラ
ー
メ
ン
屋

大
島
　
詠
志

立
春
や
金
の
な
る
木
に
水
を
や
り浅

井
ユ
ウ
子

ま
ぎ
れ
な
く
五
感
で
見
え
る
春
の
色

大
島
　
と
み

～
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
～

【堀之内地域】
小岩　唯

ゆいと

音　秀之・あゆ美　下町一
布施　晴

はるか

香　啓太・由紀　　　小町
佐藤　杏

あずさ

紗　豊・綾乃　　　大石一
関　　愛

み お

桜　一・めぐみ　　和田原
渡辺　大

やまと

翔　真愛・瞳　　　　田川
【小出地域】
佐藤　瑠

る か

花　史朗・由梨　小出稲荷町二
冨永　侑

ゆうり

里　育・美里　　　浦町四
密山　陽

ひなた

向　聰次・和子　　大塚町
佐藤　敦

あつや

哉　孝行・春美　　四日町
高野　　颯

はやて

　大樹・光絵　サン・コーポラス２
森山　璃

り な

菜　章・美春　　　青島中
小幡　千

ち の

乃　秀明・薫　　大河原一
山﨑　心

こはる

晴　崇・和美　　　　中原
【広神地域】
髙橋　華

かりん

凛　和農・未貴　　　江口
和田　駿

しゅんすけ

佑　一成・敦子　　　中島
【守門地域】
山之内凛

りんな

菜　博一・由香里　　細野

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【堀之内地域】
中村　欣也　　上仲町　　　８２歳
小島　モト　　春日町　　　８８歳
小島　忠夫　　下町一　　　６９歳
平等フヂエ　　堀之内　　　９１歳
古田島キン　　堀之内宮原町　９１歳
若木　　貞　　堀之内駅前通　９０歳
星野　貞吉　　山ノ手町二　７３歳
水落カズイ　　吉水　　　　８１歳
星野　キク　　桜又　　　　９３歳
山田　良雄　　立　　　　　７６歳
水落スミヱ　　下島二　　　８１歳
大平　イワ　　新田　　　　９０歳
森山　喜作　　明神　　　　９０歳
【小出地域】
藤岡　シゲ　　上町　　　　９７歳
山田　政夫　　浦町七　　　８０歳
坂西　ソノ　　羽根川三　　９４歳
髙野　カウ　　中田町　　　９４歳
尾坂　初子　　四日町　　　８４歳
星野　キヨ　　川西　　　　９２歳
五十嵐龍三　　沢田二　　　８４歳
君塚シズ子　　大河原二　　６５歳
上村　寿広　　佐梨　　　　５２歳

星　　スイ　　佐梨　　　　８７歳
樋口　ヤス　　干溝　　　　９０歳
森山　富枝　　虫野　　　　７８歳
森山　二郎　　虫野　　　　８４歳
富永　眞一　　虫野　　　　８３歳
小池　保子　　虫野　　　　５７歳
桑原キミイ　　原虫野　　　８４歳
【湯之谷地域】
星　　敬喜　　蓑和田　　　８３歳
【広神地域】
佐藤　ハル　　金ヶ沢　　　８６歳
佐藤百合子　　田中　　　　６０歳
目黒　テイ　　田中　　　　７６歳
佐藤　敏夫　　東中　　　　６８歳
佐藤　德一　　東中　　　　８７歳
和田　和子　　中島　　　　８１歳
諸橋　富枝　　中島　　　　９５歳
目黒　銀平　　中島　　　　８１歳
【守門地域】
上村ミヅノ　　西村　　　　９６歳
【入広瀬地域】
今井多眞木　　穴沢　　　　７２歳
渡辺フミヨ　　横根　　　　８７歳
斎藤　平作　　大白川　　　７９歳

人口と世帯数
（Ｈ 24.3.1 現在）
【人口】
男　19,857 人 
　　　（－ 24）
女　20,782 人    
　　　（－ 27）
計　40,639 人    
　　　（－ 51）
【世帯数】
　13,472 世帯
　　　（－  2）

お

い
し

い魚沼ブランド推奨委
員

会
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児童絵画 今月は須原小学校の児童の作品です
№

87

ミニミニクッキング！ no.87

Good!

　

今
号
か
ら
、
少
し
新
し
く

な
っ
た
「
市
報
う
お
ぬ
ま
」

は
い
か
が
で
し
た
か
。
編
集

作
業
も
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か

り
で
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
何
と
か
仕
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、

少
し
ず
つ
新
し
い
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
登
場
す
る
予
定
で

す
。
ご
覧
に
な
っ
た
ご
意
見

や
ご
感
想
な
ど
も
ぜ
ひ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
（Ｓ）

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

　

ひ
と
り
暮
ら
し
を
始
め
る

学
生
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

３
月
７
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
「
春
か
ら
の
ひ

と
り
暮
ら
し
応
援
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
慣
れ
な
い
包

丁
使
い
に
苦
戦
す
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
食
生
活
改

善
推
進
員
協
議
会
の
皆
さ
ん

か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、

一
食
分
の

食
事
の
作

り
方
を
真
剣

に
学
ん
で
い

ま
し
た
。

市
の
花

　カ
タクリ

市
の

木　
コブシ

市
の

鳥　
ウグイス

市

の魚
　アユ

タケノコとイカのソース炒め（主菜）

①タケノコは５mm厚さに切る。
②スルメイカは、内臓を取り、食べやすい大きさに
　切る。
③ Aのソースの材料を合わせておく。
④フライパンにバターとニンニクを入れ、中火でバ
　ターを溶かし②を手早く炒め、しょうゆを振り入
　れる。①を加えて③の調味料を加える。
⑤レタスを敷いた皿に盛り、パセリのみじん切りを
　振りかける。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　95 kcal　　たんぱく質　13.5 ｇ
脂質　2.1 ｇ　　炭水化物　5.6 ｇ　　塩分　1.4 ｇ

　減塩のポイント。薄味でも野菜をおいしく食べるには、“調
味料はかけるより和える”が鉄則です。旬の野菜を用い、水気
をよく切ってから和えるとおいしくいただけます。

材料（４人分）
タケノコ水煮　　２５０ｇ
スルメイカ　　　　　１杯
ニンニク（みじん切り）　１片
パセリ（みじん切り）大さじ１
バター　　　　　　　５ｇ

しょうゆ　　　小さじ１
中濃ソース　　大さじ２
しょうゆ　小さじ１／２
マスタード　　小さじ１
水　　　　　　大さじ１｛A

「ザリガニをやっつけろ」
４年  橘  利 樹  さん

「すいぞくかん」
２年  多 田  拓 実  さん

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

魚
沼
市


